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議
会
だ
よ
り

平群駅前を彩るイルミネーション平群駅前を彩るイルミネーション
編
集
後
記

12
月
議
会
で
は
新
事
業
開
始

の
た
め
に
一
つ
の
条
例
が
上
程

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

こ
と
や
、「
孤
立
し
た
育
児
」

の
な
か
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

等
を
目
的
に
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
生

後
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
子

ど
も
を
こ
ど
も
園
等
で
月
10
時

間
を
上
限
に
保
育
し
て
も
ら
え

ま
す
。　

　

い
ま
だ
、
子
ど
も
の
命
が
親

の
手
で
絶
た
れ
る
と
い
う
よ
う

な
悲
し
い
事
件
が
報
道
さ
れ
る

日
本
の
子
育
て
事
情
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
が
目
指
す
ね
ら

い
が
叶
う
よ
う
、
し
っ
か
り
前

に
歩
ん
で
行
け
る
よ
う
に
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
は
午
年
、
町
政
が
駿
馬

の
よ
う
に
飛
躍
・
躍
進
で
き
る

よ
う
議
会
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

稲
月　

記

12
月
定
例
会

町 の 話 題

近大院生のベンチャーが食用ばらを発売！

12月定例会（第6回定例会）12月定例会（第6回定例会）

　2025年4月に近畿大学発のベンチャー企業として、ばらのある暮
らしを提案するブランド『株式会社ばらめく』として創業開始。
　笑顔がチャーミングな若き代表は、近畿大学大学院2年の中筋穂
奈実さん24歳。バラ農家で育ち、自身も幼い頃からバラが大好きで、
大学でも専門の先生に師事出来た事が強みと語る。
　『ばらめく』は昨年秋、5種のローズティーを販売。バラの香りによ
る癒し効果に加えポリフェノールやビタミンなどを活かした“飲むバ
ラ習慣”を提案。香りや味わいだけでなく、安心・安全な生産・加工体
制を整え高品質なエディブルローズ（食用）を安定的供給するため、
減農薬で丁寧に栽培されたバラのみを使用。近大農学部での研究ノ
ウハウを生かしたUＶ-Ｂ照射技術により、農薬使用量を80％以上削
減に成功。冷蔵で1週間以上の鮮度保持が可能な生花に加え、ドラ
イ・パウダー化による長期保存も可能にする等、様々な取り組みも。
母・里美さんが組合長を務める平群温室バラ組合からバラを購入し、
ご自身も生育にかかわり事業を展開する。
　平群町のバラ農業の歴史と技術を継承しつつ、近大×平群温室バラ組合×平群町による産官
学の包括連携協定のもと、食用バラを活用した地域特産品開発を進める。
　穂奈実さんは、昨年5月北京で開催された国際園芸学会バラシンポジウムにて若手ポスター賞
を受賞。同年12月に近大主催の学生向けビジネスコンテストのグランプリ部門で見事最優秀賞
受賞。優勝賞金は200万円。

　今後の展望は、学問との両立をしながら、
バラを“飾るもの”から“暮らしの一部とし
て楽しむもの”へと広げ、香りと癒しを通し
人々の心に寄り添う身近なブランドとして成
長したい。と平群の未来を見据えた輝く瞳
で語る。商品は平群町ＨeｇuｒiＲｏｓｅ、奈
良うまいものプラザ、平城京いざない館、近
畿大学コンビニＰｌｕｍなどで販売中！

関　記
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第６回定例会 こんなことが決まりました
　

第
６
回
定
例
会
は
12
月
２

日
〜
12
日
ま
で
11
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
23

議
案
が
上
程
さ
れ
、
う
ち
22

件
は
審
議
・
採
決
を
行
い
、

即
決
し
ま
し
た
。

　

平
群
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
を
文
教
厚
生

委
員
会
に
付
託
し
て
４
日
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
・
10
日
に

行
い
、
11
名
の
議
員
が
様
々

な
町
政
課
題
に
つ
い
て
質

問
・
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
文
教
厚
生
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
を
う
け

て
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書

１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
・

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

平群町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について

平群町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例を廃止する条例に
ついて

平群町公告式条例の一部を改正する条例について

平群町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する
条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する
条例について

平群町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
改正する条例について

平群町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の
一部を改正する条例について

平群町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

平群町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について

平群町空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度平群町一般会計補正予算（第４号）について

令和７年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度平群町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度平群町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

平群小学校・平群北小学校屋内運動場空調整備工事の請負契約の締結に
ついて

平群町体育施設、公園体育施設の指定管理者の指定について

平群町立老人福祉センターの指定管理者の指定について

平群町若井集会所の指定管理者の指定について

平群町立農村環境改善センターの指定管理者の指定について

平群町活性化センターの指定管理者の指定について

平群町都市公園の指定管理者の指定について

最高裁判決に基づき全ての生活保護利用者に対する速やかな被害回復措置
を求める意見書（案）

提
出
区
分

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議決
結果議　　　　案　　　　名

関　

順
子

須
藤
啓
二

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

稲
月
敏
子

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

森
田　

勝

井
戸
太
郎

町

長

提

出

議

案

議
員
提

出
議
案

議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

施
策
を
進
め
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
若

者
の
転
出
を
抑
制
し
、
新
た
な
子

育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
周
知
し
、

転
入
者
の
推
進
を
図
る
等
、
確
実

に
成
果
を
上
げ
て
い
る
状
況
を
学

び
ま
し
た
。

　

平
群
町
の
財
政
状
況
と
し
て
財

政
調
整
基
金
は
約
10
億
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
防
災
拠
点
と

な
る
庁
舎
建
設
や
教
育
環
境
を
整

え
る
学
校
改
修
等
、
大
き
な
財
政

出
動
も
必
要
で
す
。
今
後
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
住
民
の
く
ら
し
を
守

り
、
さ
ら
に
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
等
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
『
行
政
・
議
会
・

住
民
』
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

全
て
の
住
民
の
方
々
が
笑
顔
・
元

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
く

よ
う
、
議
員
一
同
、
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

減
等
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
群
町
議
会
の
活
動
と

し
て
は
、
福
岡
県
築
上
町
及
び
大

分
県
豊
後
高
田
市
へ
の
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
築
上
町
で
は
、

令
和
３
年
１
月
よ
り
運
用
開
始
さ

れ
た
庁
舎
の
建
設
基
本
方
針
、
基

本
計
画
か
ら
建
設
ま
で
の
検
討
経

緯
と
手
法
や
、
防
災
拠
点
の
機
能

他
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
現
状

も
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
後
高
田
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
一
部
で
あ
る
２
億
円
を
利
用

し
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
子
育

て
支
援
や
放
課
後
寺
子
屋
講
座
等

の
教
育
支
援
、
ま
た
、
住
宅
地
の

無
料
斡
旋
等
に
よ
る
移
住
・
定
住

　

寒
明
け
と
は
い
え
春
ま
だ
浅
き

折
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
平
群
町
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
21
日
、
高
市
早
苗
衆

議
院
議
員
が
奈
良
県
初
・
女
性
初

の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
奈
良
県
・
平
群
町
に
と
っ

て
も
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
が

あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
奈
良
県
に
と
っ
て
は
京

奈
和
自
動
車
道
の
進
捗
の
加
速
や
、

平
群
町
に
と
っ
て
も
山
積
す
る
行

財
政
課
題
の
中
、
財
政
負
担
の
軽

議
長

山
田
仁
樹

議

長

副
議
長

議

員

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

山
田　

仁
樹

井
戸　

太
郎

関　
　

順
子

須
藤　

啓
二

岩
﨑　

真
滋

長
良　

俊
一

山
本　

隆
史

稲
月　

敏
子

植
田
い
ず
み

山
口　

昌
亮

森
田　
　

勝

馬
本　

隆
夫

寒
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

3 令和8年2月1日発行
No.304

2令和8年2月1日発行
No.304

260119-平群議会304号-web用.indd   2260119-平群議会304号-web用.indd   2 2026/01/19   13:142026/01/19   13:14



第６回定例会 こんなことが決まりました
　

第
６
回
定
例
会
は
12
月
２

日
〜
12
日
ま
で
11
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
23

議
案
が
上
程
さ
れ
、
う
ち
22

件
は
審
議
・
採
決
を
行
い
、

即
決
し
ま
し
た
。
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等
通
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援
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業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
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る
条
例
の

制
定
に
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い
て
を
文
教
厚
生

委
員
会
に
付
託
し
て
４
日
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
・
10
日
に

行
い
、
11
名
の
議
員
が
様
々

な
町
政
課
題
に
つ
い
て
質

問
・
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
文
教
厚
生
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
を
う
け

て
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
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ま
た
、
議
員
発
議
の
意
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書

１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
・

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

平群町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について

平群町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例を廃止する条例に
ついて

平群町公告式条例の一部を改正する条例について

平群町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する
条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する
条例について

平群町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
改正する条例について

平群町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の
一部を改正する条例について

平群町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

平群町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について

平群町空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度平群町一般会計補正予算（第４号）について

令和７年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度平群町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度平群町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

平群小学校・平群北小学校屋内運動場空調整備工事の請負契約の締結に
ついて

平群町体育施設、公園体育施設の指定管理者の指定について

平群町立老人福祉センターの指定管理者の指定について

平群町若井集会所の指定管理者の指定について

平群町立農村環境改善センターの指定管理者の指定について

平群町活性化センターの指定管理者の指定について

平群町都市公園の指定管理者の指定について

最高裁判決に基づき全ての生活保護利用者に対する速やかな被害回復措置
を求める意見書（案）

提
出
区
分

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議決
結果議　　　　案　　　　名

関　

順
子

須
藤
啓
二

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

稲
月
敏
子

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

森
田　

勝

井
戸
太
郎

町

長

提

出

議

案

議
員
提

出
議
案

議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

施
策
を
進
め
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
若

者
の
転
出
を
抑
制
し
、
新
た
な
子

育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
周
知
し
、

転
入
者
の
推
進
を
図
る
等
、
確
実

に
成
果
を
上
げ
て
い
る
状
況
を
学

び
ま
し
た
。

　

平
群
町
の
財
政
状
況
と
し
て
財

政
調
整
基
金
は
約
10
億
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
防
災
拠
点
と

な
る
庁
舎
建
設
や
教
育
環
境
を
整

え
る
学
校
改
修
等
、
大
き
な
財
政

出
動
も
必
要
で
す
。
今
後
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
住
民
の
く
ら
し
を
守

り
、
さ
ら
に
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
等
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
『
行
政
・
議
会
・

住
民
』
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

全
て
の
住
民
の
方
々
が
笑
顔
・
元

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
く

よ
う
、
議
員
一
同
、
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

減
等
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
群
町
議
会
の
活
動
と

し
て
は
、
福
岡
県
築
上
町
及
び
大

分
県
豊
後
高
田
市
へ
の
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
築
上
町
で
は
、

令
和
３
年
１
月
よ
り
運
用
開
始
さ

れ
た
庁
舎
の
建
設
基
本
方
針
、
基

本
計
画
か
ら
建
設
ま
で
の
検
討
経

緯
と
手
法
や
、
防
災
拠
点
の
機
能

他
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
現
状

も
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
後
高
田
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
一
部
で
あ
る
２
億
円
を
利
用

し
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
子
育

て
支
援
や
放
課
後
寺
子
屋
講
座
等

の
教
育
支
援
、
ま
た
、
住
宅
地
の

無
料
斡
旋
等
に
よ
る
移
住
・
定
住

　

寒
明
け
と
は
い
え
春
ま
だ
浅
き

折
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
平
群
町
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
21
日
、
高
市
早
苗
衆

議
院
議
員
が
奈
良
県
初
・
女
性
初

の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
奈
良
県
・
平
群
町
に
と
っ

て
も
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
が

あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
奈
良
県
に
と
っ
て
は
京

奈
和
自
動
車
道
の
進
捗
の
加
速
や
、

平
群
町
に
と
っ
て
も
山
積
す
る
行

財
政
課
題
の
中
、
財
政
負
担
の
軽

議
長

山
田
仁
樹

議

長

副
議
長

議

員

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

山
田　

仁
樹

井
戸　

太
郎

関　
　

順
子

須
藤　

啓
二

岩
﨑　

真
滋

長
良　

俊
一

山
本　

隆
史

稲
月　

敏
子

植
田
い
ず
み

山
口　

昌
亮

森
田　
　

勝

馬
本　

隆
夫

寒
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
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町
条
例
の
廃
止
で
不
法
行

為
が
表
沙
汰
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
危
惧
す
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う

か
。

県
と
し
て
、
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
中
間
検
査
、
定
期
報
告
等

の
ほ
か
、
衛
星
写
真
に
よ
る
監
視
や
、

年
１
回
程
度
の
市
町
村
と
合
同
で
行

う
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
監
視
を
行
っ
て

い
く
と
な
っ
て
お
り
、
違
反
行
為
等

の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
随
時
現

地
指
導
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。
町

独
自
で
も
関
係
課
に
お
い
て
随
時
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
く
。

公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
化
及
び
効
率
化
を
図
る

も
の
。
公
告
掲
示
板
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
し
、
町
内
に
あ
る
５

カ
所
（
役
場
前
と
町
内
４
駅
前
）
の

掲
示
板
を
役
場
前
の
１
カ
所
に
統
合

す
る
も
の
。主

な
質
疑

公
告
掲
示
板
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
す
る
こ
と
と
個
人
情

報
保
護
と
の
関
係
で
問
題
が
な
い
か

検
討
し
た
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
、
拡
散
、
加
工
、
保
存
等
が
容
易

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
個

別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

廃
止
す
る
４
つ
の
駅
前
の

掲
示
板
を
今
後
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

４
カ
所
す
べ
て
撤
去
し
て

い
く
予
定
だ
が
、
掲
示
板
の
状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

性
同
一
障
害
、
性
的
志
向
、
性
自

認
に
配
慮
す
る
こ
と
を
目
的
に
性
別

に
関
す
る
事
項
を
削
除
。
住
民
の
利

便
性
向
上
を
目
的
に
、
交
付
申
請
時

に
印
鑑
登
録
証
に
代
え
て
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
提
示
及
び
暗
証
番
号
の
照

合
が
で
き
た
場
合
に
申
請
を
可
能
と

す
る
た
め
の
も
の
。

　

①
印
鑑
証
明
の
性
別
欄
を
抹
消
し

「
男
女
の
別
」
の
表
記
を
削
除
。

　

②
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
時
に

個
人
番
号
カ
ー
ド
で
も
申
請
で
き
る

こ
と
を
追
加
。

　

③
文
言
修
正
…
「
ま
っ
消
」
を
「
抹

消
」
に
改
め
る
。

主
な
質
疑

性
自
認
に
対
す
る
配
慮
で

な
く
す
の
は
印
鑑
証
明
だ
け
か
。

他
の
申
請
関
係
の
様
式
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
直
し
を

し
て
削
除
し
て
い
る
。

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
や
各
種

手
当
を
改
正
す
る
も
の
。

《
一
般
職
員
》　　
　
　
　
　
　
　

＊
月
額
給
：
平
均
３
・
３
％
の
引
き

上
げ  

※
引
き
上
げ
分
４
月
に
遡
及

＊
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）：

年
間
０
・
０
５
月
の
引
き
上
げ
（
４
・

６
月
↓
４
・
６
５
月
）※
今
年
度
分

か
ら

＊
地
域
手
当
：
昨
年
度
６
％
↓
今
年

度
５
％
↓
来
年
度
４
％
に
引
き
下
げ

＊
通
勤
手
当
：
自
動
車
使
用
距
離
に

応
じ
た
支
給
区
分
の
改
正　

限
度
額

60
㎞
以
上
３
万
８
７
０
０
円
に
。
駐

車
場
利
用
に
対
す
る
通
勤
手
当
の
新

設
（
上
限
月
額
５
０
０
０
円
）

《
会
計
年
度
任
用
職
員
》

＊
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）：

年
間
０
・
０
５
月
の
引
き
上
げ
（
４
・

６
月
↓
４
・
６
５
月
）※
今
年
度
分

か
ら

＊
最
低
賃
金
引
き
上
げ
：
時
給
９
８

６
円
↓
１
０
５
１
円

主
な
質
疑

人
件
費
の
増
加
額
に
つ
い

て
説
明
を
。全

会
計
で
は
４
７
４
６
万

９
千
円
。
今
回
の
改
正
概
要
の
内
訳

は
、
正
職
員
３
８
５
２
万
円
、
会
計

年
度
任
用
職
員
３
９
０
万
円
。

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

給
与
改
定
分
の
遡
及
を
す
べ
き
だ
。

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
と

の
考
え
方
は
認
識
し
て
い
る
が
、
町

条
例
に
基
づ
い
て
翌
年
度
４
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
。
ま
た
、
国
も
遡
及

に
対
し
て
は
各
地
方
公
共
団
体
の
実

情
を
踏
ま
え
て
と
い
う
こ
と
も
述
べ

て
お
り
、
財
政
的
な
面
も
含
め
て
の

判
断
。

平
均
的
な
職
員
の
年
収
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
均
年
齢
45
・
５
歳
で
６

２
３
万
円
か
ら
６
４
１
万
７
千
円
に

18
万
７
千
円
上
が
る
。

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

　

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
法
規
制
が
な

か
っ
た
中
小
規
模
の
盛
土
や
掘
削
な

ど
の
規
制
が
全
国
一
律
の
基
準
で
、

県
が
包
括
的
に
規
制
す
る
条
例
を
施

行
し
た
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の
本
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

こ
の
10
年
間
で
、
こ
の
条

例
に
違
反
し
た
事
例
の
説
明
を
。

令
和
５
年
に
福
貴
畑
と
信

貴
畑
で
１
件
ず
つ
２
件
あ
り
、
現
在

も
県
と
連
携
し
て
是
正
指
導
中
で

す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
う
規
定
と
、
学
童
保
育
所

等
の
職
員
等
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る

通
報
義
務
の
創
設
に
伴
う
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。主

な
質
疑

地
域
限
定
保
育
士
制
度
を

奈
良
県
で
も
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
こ
と
の
説
明
を
。

奈
良
県
で
は
令
和
８
年
４

月
か
ら
制
度
を
実
施
し
、
地
域
限
定

保
育
士
は
、
前
期
と
後
期
の
２
回
あ

る
保
育
士
試
験
の
う
ち
後
期
の
10
月

か
ら
資
格
試
験
を
行
う
と
聞
い
て
い

る
。
年
齢
制
限
は
な
い
。
地
域
限
定

保
育
士
の
試
験
に
は
筆
記
と
実
技
の

試
験
が
あ
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
実
技
講
習
を
受
け
れ
ば
、
実
技
試

験
が
免
除
さ
れ
る
。
奈
良
県
で
登
録

後
３
年
を
経
過
か
つ
、
地
域
限
定
保

育
士
と
し
て
一
年
以
上
働
け
ば
、
そ

の
後
は
全
国
ど
こ
で
も
保
育
士
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
等
に
よ
る
虐
待
に
関

す
る
通
報
義
務
の
創
設
と
い
う
こ
と

だ
が
、
虐
待
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

虐
待
の
事
例
は
な
い
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
う
規
定
整
備
、
虐
待
に
関

す
る
通
報
義
務
等
が
新
た
に
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
規
定
整
備
、
児
童

の
健
康
診
断
結
果
の
把
握
に
母
子
保

健
法
に
よ
る
健
康
診
査
を
も
っ
て
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
既
定
を
追
加
す

る
も
の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
い
規
定
整
備
を
す
る
も
の
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

空
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
改
正
に
伴
い
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。
主
な
改
正
点
は
、①
管

理
不
全
空
家
及
び
特
定
空
家
の
判
断

基
準
の
追
加
、②
管
理
不
全
空
家
及

び
特
定
空
家
の
認
定
及
び
認
定
解
除

に
関
す
る
事
項
の
追
加
、③
管
理
不

全
空
家
及
び
特
定
空
家
に
関
す
る
各

様
式
の
追
加
及
び
改
正
。

主
な
質
疑

今
回
の
改
正
を
受
け
て
、

管
理
不
全
空
家
や
特
定
空
家
の
判
定

を
し
、
そ
の
後
、
指
導
・
勧
告
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
で
勧

告
と
な
る
の
か
。

今
年
の
７
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
空
き
家
５
４
１
件
を
現
地

確
認
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
管
理
不

全
空
家
及
び
特
定
空
家
等
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
の
分
類
整
理
を
行
い
、

春
頃
に
分
類
整
理
し
た
管
理
不
全
空

家
等
と
思
わ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
、

協
議
会
に
諮
問
し
、
認
定
と
な
れ
ば

所
有
者
等
に
改
善
に
必
要
な
指
導
を

通
知
す
る
。
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

お
お
む
ね
半
年
間
か
け
て
複
数
回
、

改
善
通
知
を
す
る
予
定
。
秋
頃
に
改

善
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
管
理
不
全

空
家
等
の
勧
告
に
つ
い
て
協
議
会
に

諮
問
し
、
勧
告
と
な
れ
ば
、
所
有
者

等
に
対
し
て
勧
告
を
通
知
す
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
勧
告
さ
れ
た
管
理

不
全
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
基
準
日
の
１
月
１
日
に

な
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特

例
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
４
号
）

　

補
正
総
額
は
７
億
２
６
１
４
万
４

千
円
。
主
な
歳
出
は
、
南
小
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
等
の
工
事
費
２
億

２
２
３
８
万
７
千
円
、
中
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
等
の
工
事
費
３
億
５

２
８
２
万
５
千
円
、
人
事
院
勧
告
に

伴
う
人
件
費
の
増
額
４
９
１
０
万
９

千
円
な
ど
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

９
８
９
万
６
千
円
、
県
支
出
金
１
０

８
５
万
１
千
円
、
町
債
５
億
７
５
１

０
万
円
。
歳
入
不
足
の
１
億
３
０
２

９
万
７
千
円
は
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
。主

な
質
疑

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

等
の
工
事
費
に
つ
い
て
、
予
算
計
上

の
内
訳
の
説
明
を
。
ま
た
、
完
成
予

定
は
い
つ
頃
か
。

空
調
設
備
は
南
小
学
校
、

中
学
校
と
も
平
群
小
学
校
や
北
小
学

校
と
ほ
ぼ
同
様
の
予
算
（
１
億
１
千

万
円
程
度
）
だ
が
、
南
小
、
中
学
校

と
も
防
水
や
内
装
の
全
面
的
な
補
修

工
事
が
必
要
で
工
事
額
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

次
頁
へ
続
く

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
の
３
つ
の
条
例
改
正
は
、
人
事

院
勧
告
の
賞
与
改
定
を
適
用
し
て
期

末
手
当
を
０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る

も
の
。
現
行
、
年
３
・
４
５
月
↓
３
・

５
月
に
。

主
な
質
疑

今
年
６
月
議
会
で
、
町
長

ら
の
報
酬
に
つ
い
て
報
酬
審
議
会
に

諮
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
管
理
職
手

当
も
引
き
上
げ
る
べ
き
と
提
案
し

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

６
・
７
月
に
２
回
審
議
会

を
開
催
し
、「
平
成
19
年
度
の
当
時

の
額
に
戻
す
こ
と
が
妥
当
」
と
の
答

申
を
い
た
だ
い
た
。
３
月
議
会
に
改

正
議
案
の
提
出
を
考
え
て
い
る
。
管

理
職
手
当
は
内
部
で
議
論
し
、
今
後

の
検
討
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

第６回定例会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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弁
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町
条
例
の
廃
止
で
不
法
行

為
が
表
沙
汰
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
危
惧
す
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う

か
。

県
と
し
て
、
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
中
間
検
査
、
定
期
報
告
等

の
ほ
か
、
衛
星
写
真
に
よ
る
監
視
や
、

年
１
回
程
度
の
市
町
村
と
合
同
で
行

う
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
監
視
を
行
っ
て

い
く
と
な
っ
て
お
り
、
違
反
行
為
等

の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
随
時
現

地
指
導
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。
町

独
自
で
も
関
係
課
に
お
い
て
随
時
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
く
。

公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
化
及
び
効
率
化
を
図
る

も
の
。
公
告
掲
示
板
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
し
、
町
内
に
あ
る
５

カ
所
（
役
場
前
と
町
内
４
駅
前
）
の

掲
示
板
を
役
場
前
の
１
カ
所
に
統
合

す
る
も
の
。主

な
質
疑

公
告
掲
示
板
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
す
る
こ
と
と
個
人
情

報
保
護
と
の
関
係
で
問
題
が
な
い
か

検
討
し
た
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
、
拡
散
、
加
工
、
保
存
等
が
容
易

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
個

別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

廃
止
す
る
４
つ
の
駅
前
の

掲
示
板
を
今
後
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

４
カ
所
す
べ
て
撤
去
し
て

い
く
予
定
だ
が
、
掲
示
板
の
状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

性
同
一
障
害
、
性
的
志
向
、
性
自

認
に
配
慮
す
る
こ
と
を
目
的
に
性
別

に
関
す
る
事
項
を
削
除
。
住
民
の
利

便
性
向
上
を
目
的
に
、
交
付
申
請
時

に
印
鑑
登
録
証
に
代
え
て
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
提
示
及
び
暗
証
番
号
の
照

合
が
で
き
た
場
合
に
申
請
を
可
能
と

す
る
た
め
の
も
の
。

　

①
印
鑑
証
明
の
性
別
欄
を
抹
消
し

「
男
女
の
別
」
の
表
記
を
削
除
。

　

②
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
時
に

個
人
番
号
カ
ー
ド
で
も
申
請
で
き
る

こ
と
を
追
加
。

　

③
文
言
修
正
…
「
ま
っ
消
」
を
「
抹

消
」
に
改
め
る
。

主
な
質
疑

性
自
認
に
対
す
る
配
慮
で

な
く
す
の
は
印
鑑
証
明
だ
け
か
。

他
の
申
請
関
係
の
様
式
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
直
し
を

し
て
削
除
し
て
い
る
。

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
や
各
種

手
当
を
改
正
す
る
も
の
。

《
一
般
職
員
》　　
　
　
　
　
　
　

＊
月
額
給
：
平
均
３
・
３
％
の
引
き

上
げ  

※
引
き
上
げ
分
４
月
に
遡
及

＊
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）：

年
間
０
・
０
５
月
の
引
き
上
げ
（
４
・

６
月
↓
４
・
６
５
月
）※
今
年
度
分

か
ら

＊
地
域
手
当
：
昨
年
度
６
％
↓
今
年

度
５
％
↓
来
年
度
４
％
に
引
き
下
げ

＊
通
勤
手
当
：
自
動
車
使
用
距
離
に

応
じ
た
支
給
区
分
の
改
正　

限
度
額

60
㎞
以
上
３
万
８
７
０
０
円
に
。
駐

車
場
利
用
に
対
す
る
通
勤
手
当
の
新

設
（
上
限
月
額
５
０
０
０
円
）

《
会
計
年
度
任
用
職
員
》

＊
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）：

年
間
０
・
０
５
月
の
引
き
上
げ
（
４
・

６
月
↓
４
・
６
５
月
）※
今
年
度
分

か
ら

＊
最
低
賃
金
引
き
上
げ
：
時
給
９
８

６
円
↓
１
０
５
１
円

主
な
質
疑

人
件
費
の
増
加
額
に
つ
い

て
説
明
を
。全

会
計
で
は
４
７
４
６
万

９
千
円
。
今
回
の
改
正
概
要
の
内
訳

は
、
正
職
員
３
８
５
２
万
円
、
会
計

年
度
任
用
職
員
３
９
０
万
円
。

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

給
与
改
定
分
の
遡
及
を
す
べ
き
だ
。

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
と

の
考
え
方
は
認
識
し
て
い
る
が
、
町

条
例
に
基
づ
い
て
翌
年
度
４
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
。
ま
た
、
国
も
遡
及

に
対
し
て
は
各
地
方
公
共
団
体
の
実

情
を
踏
ま
え
て
と
い
う
こ
と
も
述
べ

て
お
り
、
財
政
的
な
面
も
含
め
て
の

判
断
。

平
均
的
な
職
員
の
年
収
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
均
年
齢
45
・
５
歳
で
６

２
３
万
円
か
ら
６
４
１
万
７
千
円
に

18
万
７
千
円
上
が
る
。

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

　

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
法
規
制
が
な

か
っ
た
中
小
規
模
の
盛
土
や
掘
削
な

ど
の
規
制
が
全
国
一
律
の
基
準
で
、

県
が
包
括
的
に
規
制
す
る
条
例
を
施

行
し
た
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の
本
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

こ
の
10
年
間
で
、
こ
の
条

例
に
違
反
し
た
事
例
の
説
明
を
。

令
和
５
年
に
福
貴
畑
と
信

貴
畑
で
１
件
ず
つ
２
件
あ
り
、
現
在

も
県
と
連
携
し
て
是
正
指
導
中
で

す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
う
規
定
と
、
学
童
保
育
所

等
の
職
員
等
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る

通
報
義
務
の
創
設
に
伴
う
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。主

な
質
疑

地
域
限
定
保
育
士
制
度
を

奈
良
県
で
も
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
こ
と
の
説
明
を
。

奈
良
県
で
は
令
和
８
年
４

月
か
ら
制
度
を
実
施
し
、
地
域
限
定

保
育
士
は
、
前
期
と
後
期
の
２
回
あ

る
保
育
士
試
験
の
う
ち
後
期
の
10
月

か
ら
資
格
試
験
を
行
う
と
聞
い
て
い

る
。
年
齢
制
限
は
な
い
。
地
域
限
定

保
育
士
の
試
験
に
は
筆
記
と
実
技
の

試
験
が
あ
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
実
技
講
習
を
受
け
れ
ば
、
実
技
試

験
が
免
除
さ
れ
る
。
奈
良
県
で
登
録

後
３
年
を
経
過
か
つ
、
地
域
限
定
保

育
士
と
し
て
一
年
以
上
働
け
ば
、
そ

の
後
は
全
国
ど
こ
で
も
保
育
士
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
等
に
よ
る
虐
待
に
関

す
る
通
報
義
務
の
創
設
と
い
う
こ
と

だ
が
、
虐
待
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

虐
待
の
事
例
は
な
い
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
う
規
定
整
備
、
虐
待
に
関

す
る
通
報
義
務
等
が
新
た
に
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
規
定
整
備
、
児
童

の
健
康
診
断
結
果
の
把
握
に
母
子
保

健
法
に
よ
る
健
康
診
査
を
も
っ
て
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
既
定
を
追
加
す

る
も
の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
一
般
制

度
化
に
伴
い
規
定
整
備
を
す
る
も
の
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

空
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
改
正
に
伴
い
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。
主
な
改
正
点
は
、①
管

理
不
全
空
家
及
び
特
定
空
家
の
判
断

基
準
の
追
加
、②
管
理
不
全
空
家
及

び
特
定
空
家
の
認
定
及
び
認
定
解
除

に
関
す
る
事
項
の
追
加
、③
管
理
不

全
空
家
及
び
特
定
空
家
に
関
す
る
各

様
式
の
追
加
及
び
改
正
。

主
な
質
疑

今
回
の
改
正
を
受
け
て
、

管
理
不
全
空
家
や
特
定
空
家
の
判
定

を
し
、
そ
の
後
、
指
導
・
勧
告
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
で
勧

告
と
な
る
の
か
。

今
年
の
７
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
空
き
家
５
４
１
件
を
現
地

確
認
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
管
理
不

全
空
家
及
び
特
定
空
家
等
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
の
分
類
整
理
を
行
い
、

春
頃
に
分
類
整
理
し
た
管
理
不
全
空

家
等
と
思
わ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
、

協
議
会
に
諮
問
し
、
認
定
と
な
れ
ば

所
有
者
等
に
改
善
に
必
要
な
指
導
を

通
知
す
る
。
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

お
お
む
ね
半
年
間
か
け
て
複
数
回
、

改
善
通
知
を
す
る
予
定
。
秋
頃
に
改

善
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
管
理
不
全

空
家
等
の
勧
告
に
つ
い
て
協
議
会
に

諮
問
し
、
勧
告
と
な
れ
ば
、
所
有
者

等
に
対
し
て
勧
告
を
通
知
す
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
勧
告
さ
れ
た
管
理

不
全
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
基
準
日
の
１
月
１
日
に

な
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特

例
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
４
号
）

　

補
正
総
額
は
７
億
２
６
１
４
万
４

千
円
。
主
な
歳
出
は
、
南
小
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
等
の
工
事
費
２
億

２
２
３
８
万
７
千
円
、
中
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
等
の
工
事
費
３
億
５

２
８
２
万
５
千
円
、
人
事
院
勧
告
に

伴
う
人
件
費
の
増
額
４
９
１
０
万
９

千
円
な
ど
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

９
８
９
万
６
千
円
、
県
支
出
金
１
０

８
５
万
１
千
円
、
町
債
５
億
７
５
１

０
万
円
。
歳
入
不
足
の
１
億
３
０
２

９
万
７
千
円
は
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
。主

な
質
疑

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

等
の
工
事
費
に
つ
い
て
、
予
算
計
上

の
内
訳
の
説
明
を
。
ま
た
、
完
成
予

定
は
い
つ
頃
か
。

空
調
設
備
は
南
小
学
校
、

中
学
校
と
も
平
群
小
学
校
や
北
小
学

校
と
ほ
ぼ
同
様
の
予
算
（
１
億
１
千

万
円
程
度
）
だ
が
、
南
小
、
中
学
校

と
も
防
水
や
内
装
の
全
面
的
な
補
修

工
事
が
必
要
で
工
事
額
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

次
頁
へ
続
く

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
の
３
つ
の
条
例
改
正
は
、
人
事

院
勧
告
の
賞
与
改
定
を
適
用
し
て
期

末
手
当
を
０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る

も
の
。
現
行
、
年
３
・
４
５
月
↓
３
・

５
月
に
。

主
な
質
疑

今
年
６
月
議
会
で
、
町
長

ら
の
報
酬
に
つ
い
て
報
酬
審
議
会
に

諮
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
管
理
職
手

当
も
引
き
上
げ
る
べ
き
と
提
案
し

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

６
・
７
月
に
２
回
審
議
会

を
開
催
し
、「
平
成
19
年
度
の
当
時

の
額
に
戻
す
こ
と
が
妥
当
」
と
の
答

申
を
い
た
だ
い
た
。
３
月
議
会
に
改

正
議
案
の
提
出
を
考
え
て
い
る
。
管

理
職
手
当
は
内
部
で
議
論
し
、
今
後

の
検
討
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

第６回定例会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

５ 令和8年2月1日発行
平群議会だより No.304

４令和8年2月1日発行
平群議会だより No.304

260119-平群議会304号-web用.indd   5260119-平群議会304号-web用.indd   5 2026/01/19   13:152026/01/19   13:15



と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
多
く
の
自
治

体
は
１
時
間
３
０
０
円
を
想
定
し
て

い
る
が
、
本
町
は
ど
う
か
。

先
行
実
施
の
今
年
度
は
３

０
０
円
を
標
準
と
し
つ
つ
任
意
に
設

定
で
き
る
が
、
８
年
度
以
降
の
利
用

料
の
あ
り
方
は
、
国
よ
り
追
っ
て
示

さ
れ
る
予
定
。
本
町
は
国
基
準
で
の

設
定
を
想
定
し
て
い
る
。

初
日
の
質
疑
で
１
日
の
受

け
入
れ
人
数
に
つ
い
て
６
人
と
の
説

明
だ
っ
た
が
、「
こ
ど
も
計
画
」
で
は
、

８
年
度
の
見
込
は
８
名
、
９
年
度
は

７
名
と
な
っ
て
い
る
の
は
。

「
こ
ど
も
計
画
」
の
見
込

み
は
過
去
の
出
生
率
に
基
づ
く
コ
ー

ホ
ー
ト
変
化
率
法
に
よ
る
も
の
。
利

用
定
員
概
ね
６
名
は
国
の
職
員
配
置

基
準
及
び
面
積
基
準
か
ら
算
出
し

た
。

子
ど
も
１
人
の
利
用
時
間

に
つ
い
て
、
月
10
時
間
ま
で
と
さ
れ

て
い
る
が
、
町
独
自
に
時
間
延
長
を

し
な
い
の
か
。

超
過
分
は
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
た
め
10
時
間
で
実
施
し
て
い

く
。

子
ど
も
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
な
い
た
め
に
、
慣
れ
る
ま
で
親
子

通
園
を
実
施
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

し
て
は
ど
う
か
。

基
本
的
に
は
実
施
す
る
予

定
は
な
い
が
、
個
別
の
状
況
に
応
じ

て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

こ
の
制
度
は
広
域
利
用
が

で
き
る
制
度
で
、
町
外
の
住
民
の
受

け
入
れ
を
制
限
で
き
な
い
が
、
本
町

住
民
が
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
優

先
予
約
枠
の
設
定
を
考
え
て
い
る
の

か
。

優
先
予
約
枠
の
設
定
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
の
対
象
が
満
３
歳
未

満
と
い
う
こ
と
で
、
３
歳
の
誕
生
月

か
ら
幼
児
保
育
無
償
化
に
な
る
翌
年

４
月
ま
で
空
白
期
間
が
で
き
る
が
、

そ
の
点
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

こ
の
制
度
は
、
家
庭
に
い

る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
を
通

じ
、
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
３
歳
児
は
国
の

補
助
対
象
外
な
の
で
、
国
の
基
準
通

り
に
実
施
す
る
。

保
育
内
容
に
つ
い
て
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
、
英
語

教
室
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど

の
習
い
事
に
類
す
る
も
の
（
早
期
教

育
）
を
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
」
で

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
手

引
き
は
「
適
切
で
な
い
」
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
事
業
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

一
時
保
育
の
子
ど
も
と
同

じ
部
屋
で
保
育
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
保
育
内
容
が
同
じ
な
の
か
。

誰
で
も
通
園
制
度
は
、
保

育
内
容
等
で
は
な
く
、
ま
ず
園
に
子

ど
も
が
通
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
保
育
を
受
け
る
前
の

事
前
面
談
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明

を
。

保
護
者
に
子
ど
も
の
情
報

や
利
用
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、ま
た
、利
用
に
当
た
っ

て
必
要
な
項
目
等
に
つ
い
て
保
護
者

に
伝
え
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
ず
行

う
も
の
。

面
談
に
よ
っ
て
は
受
入
れ

な
い
場
合
も
あ
る
の
か
。
ま
た
外
国

人
へ
の
対
応
は
。

状
況
を
確
認
し
て
、
受
入

れ
体
制
が
整
わ
な
い
場
合
は
検
討
す

る
が
、
そ
れ
以
外
は
受
入
れ
る
。
ま

た
外
国
人
も
受
入
れ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。文

教
厚
生
委
員
会　
　
　

委
員
長　

稲
月
敏
子

平
群
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
　

こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
改
正
さ
れ
た
、
児
童
福
祉
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
に
つ
い
て
、
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。主

な
質
疑

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
。

対
象
は
生
後
６
か
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
、
利
用
可

能
時
間
は
子
ど
も
１
人
当
た
り
月
10

時
間
を
上
限
と
し
、
ゆ
め
さ
と
こ
ど

も
園
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
中
２
時
間
実
施
予
定
。

初
日
の
質
疑
で
保
育
の
利

用
料
に
つ
い
て
、
３
月
議
会
で
示
す

農
業
集
落
排
水
施
設
内
の
機
械
設
備

の
交
換
工
事
費
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
賄
う
も
の
。

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
３
号
）

　

補
正
額
は
98
万
円
。
全
額
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
賄
う
も
の
。

平
群
小
学
校
・
平
群
北
小
学

校
屋
内
運
動
場
空
調
整
備
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結

　

事
前
審
査
型
条
件
付
で
の
一
般
競

争
入
札
。
若
林
設
備
工
業
㈱
が
１
億

６
７
１
２
万
１
９
０
０
円
で
落
札
。

工
期
は
令
和
８
年
７
月
31
日
。
工
事

内
容
は
平
群
小
学
校
が
空
調
設
備
工

事
、
北
小
学
校
が
空
調
設
備
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
工
事
。主

な
質
疑

９
月
議
会
に
計
上
し
た
予

算
に
比
べ
て
23
％
も
低
い
金
額
。
そ

の
理
由
は
。一

つ
は
入
札
差
金
。
も
う

一
つ
は
、
施
工
管
理
約
１
６
０
０
万

円
が
議
決
案
件
で
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
請
負
契
約
に
の
っ
て
い
な
い
た

め
。

町
体
育
施
設
、
公
園
体
育
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
一
般
社
団
法
人
く

ま
が
し
ク
ラ
ブ主

な
質
疑

こ
れ
ま
で
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ
に
な
っ

た
経
緯
は
。公

募
し
た
結
果
、
現
地
説

明
会
に
は
２
社
が
参
加
し
た
が
、
申

請
は
１
社
。
そ
の
１
社
を
選
定
委
員

会
で
審
査
し
て
町
長
に
答
申
し
、
今

回
の
議
案
に
な
っ
た
。

工
事
は
、
平
群
小
と
北
小
も
含
め
４

校
が
工
事
だ
ら
け
に
な
ら
な
い
よ

う
、
南
小
の
内
部
工
事
は
来
年
８
月

か
ら
12
月
、
中
学
校
は
再
来
年
の
２

月
ま
で
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
太

陽
光
発
電
の
故
障
は
落
雷
に
よ
る
も

の
と
の
こ
と
だ
が
、
保
険
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
か
。

落
雷
の
可
能
性
も
あ
る
と

業
者
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
確
証
が
な

く
、
証
拠
書
類
が
整
わ
な
い
状
態
に
あ

る
。保
険
請
求
は
３
年
間
で
き
る
の
で
、

落
雷
の
可
能
性
も
確
認
し
て
対
象
に
な

れ
ば
請
求
し
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
１
号
）

　

補
正
額
は
１
７
７
５
万
６
千
円
。

歳
出
で
は
、
国
保
財
政
安
定
化
支
援

事
業
分
で
１
７
１
０
万
円
、
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
65
万
６
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
費
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
も
の
。

令
和
７
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
１
号
）

　

補
正
額
は
97
万
９
千
円
。
全
額
、

金
額
的
な
も
の
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

公
園
体
育
施
設
の
管
理
も

含
め
て
、
申
請
団
体
か
ら
年
間
５
５

０
０
万
円
と
の
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

町
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人
平

群
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
井
集
会
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
若
井
大
字

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
上
庄
自
治
会

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
公
益
財
団
法
人
平

群
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

都
市
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　

指
定
管
理
者
：
一
般
社
団
法
人
く

ま
が
し
ク
ラ
ブ

議会運営委員会
※平群町議会第６回定例会の議会運営について

１１月２１日 
※令和７年度議会報告会について

１０月８日、１０月１５日

新庁舎建設特別委員会
※全員協議会を受けての最終報告案について

１１月１７日

財政検討特別委員会
※町財政の現状と課題について

１０月３１日 
※緊急財政健全化計画の結果分析・課題分析と対
応策の検討

１１月２８日
※健全化に向けた取り組み項目の検討について

１２月２３日

全員協議会
※新庁舎建設特別委員会の最終報告案について

１１月　５日
※平群町土砂等による土地の埋め立て等の規制に
関する条例の廃止について
※平群町空き家等の適正管理に関する条例の改正
について　　　　　　　　　

１１月１１日
※議会運営（委員会主義・本会議主義）について

１２月　９日

会議 会議議 会議 会議議 会議 会 動動動動動動動動動議 会 の議 議 会議 会 の議 会 議 会議 会 の 動 き動動動の 動 きの 動 きの 動 きの 動 ききき議 会 の 動 き
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と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
多
く
の
自
治

体
は
１
時
間
３
０
０
円
を
想
定
し
て

い
る
が
、
本
町
は
ど
う
か
。

先
行
実
施
の
今
年
度
は
３

０
０
円
を
標
準
と
し
つ
つ
任
意
に
設

定
で
き
る
が
、
８
年
度
以
降
の
利
用

料
の
あ
り
方
は
、
国
よ
り
追
っ
て
示

さ
れ
る
予
定
。
本
町
は
国
基
準
で
の

設
定
を
想
定
し
て
い
る
。

初
日
の
質
疑
で
１
日
の
受

け
入
れ
人
数
に
つ
い
て
６
人
と
の
説

明
だ
っ
た
が
、「
こ
ど
も
計
画
」
で
は
、

８
年
度
の
見
込
は
８
名
、
９
年
度
は

７
名
と
な
っ
て
い
る
の
は
。

「
こ
ど
も
計
画
」
の
見
込

み
は
過
去
の
出
生
率
に
基
づ
く
コ
ー

ホ
ー
ト
変
化
率
法
に
よ
る
も
の
。
利

用
定
員
概
ね
６
名
は
国
の
職
員
配
置

基
準
及
び
面
積
基
準
か
ら
算
出
し

た
。

子
ど
も
１
人
の
利
用
時
間

に
つ
い
て
、
月
10
時
間
ま
で
と
さ
れ

て
い
る
が
、
町
独
自
に
時
間
延
長
を

し
な
い
の
か
。

超
過
分
は
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
た
め
10
時
間
で
実
施
し
て
い

く
。

子
ど
も
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
な
い
た
め
に
、
慣
れ
る
ま
で
親
子

通
園
を
実
施
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

し
て
は
ど
う
か
。

基
本
的
に
は
実
施
す
る
予

定
は
な
い
が
、
個
別
の
状
況
に
応
じ

て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

こ
の
制
度
は
広
域
利
用
が

で
き
る
制
度
で
、
町
外
の
住
民
の
受

け
入
れ
を
制
限
で
き
な
い
が
、
本
町

住
民
が
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
優

先
予
約
枠
の
設
定
を
考
え
て
い
る
の

か
。

優
先
予
約
枠
の
設
定
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
の
対
象
が
満
３
歳
未

満
と
い
う
こ
と
で
、
３
歳
の
誕
生
月

か
ら
幼
児
保
育
無
償
化
に
な
る
翌
年

４
月
ま
で
空
白
期
間
が
で
き
る
が
、

そ
の
点
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

こ
の
制
度
は
、
家
庭
に
い

る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
を
通

じ
、
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
３
歳
児
は
国
の

補
助
対
象
外
な
の
で
、
国
の
基
準
通

り
に
実
施
す
る
。

保
育
内
容
に
つ
い
て
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
、
英
語

教
室
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど

の
習
い
事
に
類
す
る
も
の
（
早
期
教

育
）
を
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
」
で

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
手

引
き
は
「
適
切
で
な
い
」
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
事
業
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

一
時
保
育
の
子
ど
も
と
同

じ
部
屋
で
保
育
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
保
育
内
容
が
同
じ
な
の
か
。

誰
で
も
通
園
制
度
は
、
保

育
内
容
等
で
は
な
く
、
ま
ず
園
に
子

ど
も
が
通
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
保
育
を
受
け
る
前
の

事
前
面
談
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明

を
。

保
護
者
に
子
ど
も
の
情
報

や
利
用
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、ま
た
、利
用
に
当
た
っ

て
必
要
な
項
目
等
に
つ
い
て
保
護
者

に
伝
え
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
ず
行

う
も
の
。

面
談
に
よ
っ
て
は
受
入
れ

な
い
場
合
も
あ
る
の
か
。
ま
た
外
国

人
へ
の
対
応
は
。

状
況
を
確
認
し
て
、
受
入

れ
体
制
が
整
わ
な
い
場
合
は
検
討
す

る
が
、
そ
れ
以
外
は
受
入
れ
る
。
ま

た
外
国
人
も
受
入
れ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。文

教
厚
生
委
員
会　
　
　

委
員
長　

稲
月
敏
子

平
群
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
　

こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
改
正
さ
れ
た
、
児
童
福
祉
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
に
つ
い
て
、
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。主

な
質
疑

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
。

対
象
は
生
後
６
か
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
、
利
用
可

能
時
間
は
子
ど
も
１
人
当
た
り
月
10

時
間
を
上
限
と
し
、
ゆ
め
さ
と
こ
ど

も
園
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
中
２
時
間
実
施
予
定
。

初
日
の
質
疑
で
保
育
の
利

用
料
に
つ
い
て
、
３
月
議
会
で
示
す

農
業
集
落
排
水
施
設
内
の
機
械
設
備

の
交
換
工
事
費
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
賄
う
も
の
。

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
３
号
）

　

補
正
額
は
98
万
円
。
全
額
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
賄
う
も
の
。

平
群
小
学
校
・
平
群
北
小
学

校
屋
内
運
動
場
空
調
整
備
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結

　

事
前
審
査
型
条
件
付
で
の
一
般
競

争
入
札
。
若
林
設
備
工
業
㈱
が
１
億

６
７
１
２
万
１
９
０
０
円
で
落
札
。

工
期
は
令
和
８
年
７
月
31
日
。
工
事

内
容
は
平
群
小
学
校
が
空
調
設
備
工

事
、
北
小
学
校
が
空
調
設
備
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
工
事
。主

な
質
疑

９
月
議
会
に
計
上
し
た
予

算
に
比
べ
て
23
％
も
低
い
金
額
。
そ

の
理
由
は
。一

つ
は
入
札
差
金
。
も
う

一
つ
は
、
施
工
管
理
約
１
６
０
０
万

円
が
議
決
案
件
で
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
請
負
契
約
に
の
っ
て
い
な
い
た

め
。

町
体
育
施
設
、
公
園
体
育
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
一
般
社
団
法
人
く

ま
が
し
ク
ラ
ブ主

な
質
疑

こ
れ
ま
で
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ
に
な
っ

た
経
緯
は
。公

募
し
た
結
果
、
現
地
説

明
会
に
は
２
社
が
参
加
し
た
が
、
申

請
は
１
社
。
そ
の
１
社
を
選
定
委
員

会
で
審
査
し
て
町
長
に
答
申
し
、
今

回
の
議
案
に
な
っ
た
。

工
事
は
、
平
群
小
と
北
小
も
含
め
４

校
が
工
事
だ
ら
け
に
な
ら
な
い
よ

う
、
南
小
の
内
部
工
事
は
来
年
８
月

か
ら
12
月
、
中
学
校
は
再
来
年
の
２

月
ま
で
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
太

陽
光
発
電
の
故
障
は
落
雷
に
よ
る
も

の
と
の
こ
と
だ
が
、
保
険
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
か
。

落
雷
の
可
能
性
も
あ
る
と

業
者
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
確
証
が
な

く
、
証
拠
書
類
が
整
わ
な
い
状
態
に
あ

る
。保
険
請
求
は
３
年
間
で
き
る
の
で
、

落
雷
の
可
能
性
も
確
認
し
て
対
象
に
な

れ
ば
請
求
し
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
１
号
）

　

補
正
額
は
１
７
７
５
万
６
千
円
。

歳
出
で
は
、
国
保
財
政
安
定
化
支
援

事
業
分
で
１
７
１
０
万
円
、
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
65
万
６
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
費
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
も
の
。

令
和
７
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
１
号
）

　

補
正
額
は
97
万
９
千
円
。
全
額
、

金
額
的
な
も
の
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

公
園
体
育
施
設
の
管
理
も

含
め
て
、
申
請
団
体
か
ら
年
間
５
５

０
０
万
円
と
の
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

町
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人
平

群
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
井
集
会
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
若
井
大
字

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
上
庄
自
治
会

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
：
公
益
財
団
法
人
平

群
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

都
市
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　

指
定
管
理
者
：
一
般
社
団
法
人
く

ま
が
し
ク
ラ
ブ

議会運営委員会
※平群町議会第６回定例会の議会運営について

１１月２１日 
※令和７年度議会報告会について

１０月８日、１０月１５日

新庁舎建設特別委員会
※全員協議会を受けての最終報告案について

１１月１７日

財政検討特別委員会
※町財政の現状と課題について

１０月３１日 
※緊急財政健全化計画の結果分析・課題分析と対
応策の検討

１１月２８日
※健全化に向けた取り組み項目の検討について

１２月２３日

全員協議会
※新庁舎建設特別委員会の最終報告案について

１１月　５日
※平群町土砂等による土地の埋め立て等の規制に
関する条例の廃止について
※平群町空き家等の適正管理に関する条例の改正
について　　　　　　　　　

１１月１１日
※議会運営（委員会主義・本会議主義）について

１２月　９日

会議 会議議 会議 会議議 会議 会 動動動動動動動動動議 会 の議 議 会議 会 の議 会 議 会議 会 の 動 き動動動の 動 きの 動 きの 動 きの 動 ききき議 会 の 動 き

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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　庁舎という建築物は、５０年以上残ると考えると、

未来の町民、議会議員にむけて、現在の議員各位の「意

思」を示すこととなります。将来の平群町を見据え、

住民ニーズに対応した新庁舎が建設されるよう、その

機能やあり方について調査・検討を行う目的で、令和

６年５月の議会において、新庁舎建設特別委員会が設

置されました。

　これまで、約１年半にわたり、１２回の委員会を開

催し、調査研究活動を行い、最終報告書を取りまとめ

ることができました。

　なお最終報告書は、平群町議会の総意として、１２

月２日、町長に提出いたしました。

　町は、この最終報告書を議会の総意として重く受け

止め、今後の新庁舎の基本計画、さらにはその後の建

築設計や工事施工に適切に反映されることを期待する

とともに、一日も早い新庁舎建設が実現するよう、積

極的に取り組んでいただくことを町長に申し入れをい

たしました。

※次頁に続く

　

報
告
の
後
、
総
務
建
設
委
員
会
と

文
教
厚
生
委
員
会
に
分
か
れ
て
開
催

し
た
分
科
会
で
も
、
住
民
の
皆
様
の

お
声
を
近
く
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
は
、
議
長
よ
り
町
長
へ

文
書
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

☆
報
告
に
関
し
て
い
た
だ
い
た
主
な

ご
意
見

・
平
群
町
と
豊
後
高
田
市
は
地
理
的

に
も
働
く
場
所
の
面
で
も
違
い
が
あ

る
が
、
な
ぜ
視
察
先
に
豊
後
高
田
市

を
選
ん
だ
の
か
。
平
群
町
は
働
く
場

が
大
阪
市
や
奈
良
市
な
ど
の
近
く
の

大
都
市
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
豊
後
高

田
市
は
自
動
車
会
社
が
多
く
、
若
い

世
代
、
労
働
者
が
入
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
温
泉
地
な
ど
の
観
光
資
源
も

あ
る
。
そ
の
こ
と
や
人
口
比
率
等
を

考
え
た
上
で
、
視
察
先
の
選
定
を
行

う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

平
群
町
と
は
異
な
る
部
分
が
多
い

が
、
ど
こ
ま
で
参
考
に
な
っ
た
の
か
。

・
平
群
町
の
新
庁
舎
の
計
画
（
場
所

や
時
期
）
が
ど
こ
ま
で
決
ま
っ
て
い

る
の
か
知
り
た
い
。

・
築
上
町
役
場
に
は
蓄
電
池
や
緊
急

時
に
外
へ
逃
げ
る
た
め
の
非
常
階
段

（
外
階
段
）
は
設
置
さ
れ
て
い
た
の

か
。（
平
群
町
に
設
置
予
定
か
等
の

質
問
は
な
か
っ
た
。）

☆
分
科
会
で
の
主
な
ご
意
見

《
総
務
建
設
委
員
会
》

・
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
開
発
さ
れ
て
き

た
が
、
豊
後
高
田
市
の
よ
う
に
若
い

人
が
就
職
出
来
る
企
業
が
無
い
。
若

い
人
が
定
住
し
や
す
く
活
躍
で
き
る

町
づ
く
り
計
画
に
し
て
ほ
し
い
。

・
20
年
前
と
比
べ
た
ら
蛙
の
声
は
聞

か
れ
な
く
な
っ
た
し
、
虫
の
数
も

減
っ
て
き
た
。
緑
ヶ
丘
は
桜
が
綺
麗

で
町
外
か
ら
も
よ
く
来
ら
れ
て
い
た

が
、
今
は
来
な
い
。
も
う
５
年
経
っ

た
ら
桜
並
木
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
状
態
で
は
、
人
は
ま
す
ま
す

来
な
く
な
る
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
。

・
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
、

た
く
さ
ん
建
っ
て
き
て
い
る
の
に
、

道
路
幅
は
一
向
に
変
わ
ら
な
い
。
道

路
の
混
み
具
合
は
一
層
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
。
道
路
を
広
げ
る
な
ど
何
と

か
し
て
ほ
し
い
。

・
コ
メ
リ
と
ト
ラ
イ
ア
ル
の
開
発
前

は
田
ん
ぼ
で
、
大
雨
の
時
、
調
整
池

の
役
目
を
果
た
し
て
お
り
川
に
流
れ

込
む
の
を
食
い
止
め
て
い
た
。
田
ん

ぼ
が
無
く
な
り
、
あ
ん
な
小
さ
な
調

整
池
で
大
丈
夫
な
の
か
。
道
路
に
溢

れ
、
川
に
流
れ
込
み
氾
濫
の
危
険
は

無
い
の
か
。

・
ミ
ニ
開
発
の
宅
地
の
側
溝
で
も
、

溢
れ
て
い
る
。
許
可
の
中
身
が
今
の

雨
の
降
り
方
に
対
応
出
来
て
い
な

い
。

・
路
線
バ
ス
や
、
コ
ミ
バ
ス
に
人
が

殆
ど
乗
っ
て
い
な
い
。
福
岡
県
那
賀

川
市
で
は
９
台
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
を
使
っ
て
、
６
系
統
の
ル
ー
ト

で
年
間
延
べ
26
万
人
の
利
用
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
予
約
す
れ
ば
、

約
２
４
０
か
所
の
近
く
の
停
留
地
点

に
来
て
く
れ
て
非
常
に
乗
り
や
す
い

と
好
評
。
平
群
町
で
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

・
現
在
の
平
群
町
の
交
通
手
段
に
、

高
齢
者
は
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
改

善
を
し
て
ほ
し
い
。

《
文
教
厚
生
委
員
会
》

・
学
童
保
育
の
運
営
が
本
年
か
ら
民

間
委
託
と
な
っ
た
。
現
状
、
学
童
保

育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
民
間
委
託
に
な
っ
て
何
が
違
う

の
か
、
よ
く
な
っ
た
の
か
、
保
育
方

針
や
先
生
と
児
童
と
の
関
係
等
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
教
え
て
欲
し

い
。

・
高
齢
者
が
増
え
、
介
護
認
定
を
受

け
る
ま
で
は
至
っ
て
な
い
が
、
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
人
も
多
く
、
移

動
に
大
変
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

免
許
証
返
納
後
、
歩
き
す
ぎ
て
足
を

痛
め
る
人
も
い
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
あ
ち
こ
ち

遠
回
り
し
、
目
的
地
に
到
着
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
改
善
し

て
ほ
し
い
。

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
帰
り
の
予

約
が
そ
の
場
で
取
れ
な
い
。
予
約
で

い
っ
ぱ
い
。
高
齢
者
な
ど
の
外
出
を

支
援
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
用
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

徒
歩
圏
内
で
生
活
が
で
き
る
だ
け
の

お
店
や
病
院
等
が
あ
る
よ
う
な
、
そ

う
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
。
都
市
部
で
は
、

駅
か
ら
病
院
ま
で
の
送
迎
バ
ス
と
い

う
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
な
ど

を
拠
点
化
す
る
等
の
ア
イ
デ
ア
を
議

会
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

報
告
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

・
令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

報
告
者　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

稲
月　

敏
子

・
先
進
地
視
察
研
修
報
告
に
つ
い
て

　

①
新
庁
舎
建
設
と
議
会
運
営

　

報
告
者　

新
庁
舎
建
設
特
別

 
 

　
　
　

委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

植
田
い
ず
み

　

②
移
住
・
定
住
促
進　

　

報
告
者　

総
務
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

関　

順
子

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
・
応
答
の
中

で
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
学
校
現
場
に
問
題
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
先
生
達
は
疲
弊
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
議
員
の
み
な
さ
ん

が
学
校
行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
学
校
の
様
子
を
見
て
も
ら

う
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
残
念
な
こ
と
だ
。

　

中
学
校
の
体
育
館
の
雨
漏
り
が
ひ

ど
い
状
況
な
ど
を
、
い
ろ
ん
な
機
会

を
通
し
て
、
学
校
現
場
の
実
態
を
議

員
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
場

の
暑
い
時
期
に
調
理
員
の
方
た
ち
が

冷
房
の
な
い
調
理
室
で
調
理
を
し
て

お
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
環
境
も
是

非
見
て
い
た
だ
い
て
、
町
の
予
算
の

こ
と
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
冷
房
設

備
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？
教
職
員
の
働
き

方
改
革
も
あ
り
、
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ

に
部
活
動
の
指
導
を
委
託
し
て
い
る

等
と
聞
い
て
い
る
が
、
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動

に
な
っ
て
い
る
の
か
心
配
だ
。

分科会のようす（総務建設委員会）

町長へ最終報告書を提出する様子
左から西脇町長、山田議長、植田新庁舎建設特別委員長

（令和７年１２月２日）

分科会のようす（文教厚生委員会）

議
員
提
出
議
案

新庁舎建設特別委員会最終報告書を
町長に提出しました

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
全
て
の
生
活
保
護
利

用
者
に
対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を

求
め
る
意
見
書（
案
）

提
出
者  

植
田
い
ず
み　
　

賛
成
者  

須
藤
啓
二
・
稲
月
敏
子
・

 
 
 
 

山
口
昌
亮　
　
（
原
案
可
決
）

議
会
報
告
会
を
開
催

令
和
７
年
11
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・

く
ま
が
し
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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　庁舎という建築物は、５０年以上残ると考えると、

未来の町民、議会議員にむけて、現在の議員各位の「意

思」を示すこととなります。将来の平群町を見据え、

住民ニーズに対応した新庁舎が建設されるよう、その

機能やあり方について調査・検討を行う目的で、令和

６年５月の議会において、新庁舎建設特別委員会が設

置されました。

　これまで、約１年半にわたり、１２回の委員会を開

催し、調査研究活動を行い、最終報告書を取りまとめ

ることができました。

　なお最終報告書は、平群町議会の総意として、１２

月２日、町長に提出いたしました。

　町は、この最終報告書を議会の総意として重く受け

止め、今後の新庁舎の基本計画、さらにはその後の建

築設計や工事施工に適切に反映されることを期待する

とともに、一日も早い新庁舎建設が実現するよう、積

極的に取り組んでいただくことを町長に申し入れをい

たしました。

※次頁に続く

　

報
告
の
後
、
総
務
建
設
委
員
会
と

文
教
厚
生
委
員
会
に
分
か
れ
て
開
催

し
た
分
科
会
で
も
、
住
民
の
皆
様
の

お
声
を
近
く
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
は
、
議
長
よ
り
町
長
へ

文
書
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

☆
報
告
に
関
し
て
い
た
だ
い
た
主
な

ご
意
見

・
平
群
町
と
豊
後
高
田
市
は
地
理
的

に
も
働
く
場
所
の
面
で
も
違
い
が
あ

る
が
、
な
ぜ
視
察
先
に
豊
後
高
田
市

を
選
ん
だ
の
か
。
平
群
町
は
働
く
場

が
大
阪
市
や
奈
良
市
な
ど
の
近
く
の

大
都
市
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
豊
後
高

田
市
は
自
動
車
会
社
が
多
く
、
若
い

世
代
、
労
働
者
が
入
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
温
泉
地
な
ど
の
観
光
資
源
も

あ
る
。
そ
の
こ
と
や
人
口
比
率
等
を

考
え
た
上
で
、
視
察
先
の
選
定
を
行

う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

平
群
町
と
は
異
な
る
部
分
が
多
い

が
、
ど
こ
ま
で
参
考
に
な
っ
た
の
か
。

・
平
群
町
の
新
庁
舎
の
計
画
（
場
所

や
時
期
）
が
ど
こ
ま
で
決
ま
っ
て
い

る
の
か
知
り
た
い
。

・
築
上
町
役
場
に
は
蓄
電
池
や
緊
急

時
に
外
へ
逃
げ
る
た
め
の
非
常
階
段

（
外
階
段
）
は
設
置
さ
れ
て
い
た
の

か
。（
平
群
町
に
設
置
予
定
か
等
の

質
問
は
な
か
っ
た
。）

☆
分
科
会
で
の
主
な
ご
意
見

《
総
務
建
設
委
員
会
》

・
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
開
発
さ
れ
て
き

た
が
、
豊
後
高
田
市
の
よ
う
に
若
い

人
が
就
職
出
来
る
企
業
が
無
い
。
若

い
人
が
定
住
し
や
す
く
活
躍
で
き
る

町
づ
く
り
計
画
に
し
て
ほ
し
い
。

・
20
年
前
と
比
べ
た
ら
蛙
の
声
は
聞

か
れ
な
く
な
っ
た
し
、
虫
の
数
も

減
っ
て
き
た
。
緑
ヶ
丘
は
桜
が
綺
麗

で
町
外
か
ら
も
よ
く
来
ら
れ
て
い
た

が
、
今
は
来
な
い
。
も
う
５
年
経
っ

た
ら
桜
並
木
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
状
態
で
は
、
人
は
ま
す
ま
す

来
な
く
な
る
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
。

・
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
、

た
く
さ
ん
建
っ
て
き
て
い
る
の
に
、

道
路
幅
は
一
向
に
変
わ
ら
な
い
。
道

路
の
混
み
具
合
は
一
層
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
。
道
路
を
広
げ
る
な
ど
何
と

か
し
て
ほ
し
い
。

・
コ
メ
リ
と
ト
ラ
イ
ア
ル
の
開
発
前

は
田
ん
ぼ
で
、
大
雨
の
時
、
調
整
池

の
役
目
を
果
た
し
て
お
り
川
に
流
れ

込
む
の
を
食
い
止
め
て
い
た
。
田
ん

ぼ
が
無
く
な
り
、
あ
ん
な
小
さ
な
調

整
池
で
大
丈
夫
な
の
か
。
道
路
に
溢

れ
、
川
に
流
れ
込
み
氾
濫
の
危
険
は

無
い
の
か
。

・
ミ
ニ
開
発
の
宅
地
の
側
溝
で
も
、

溢
れ
て
い
る
。
許
可
の
中
身
が
今
の

雨
の
降
り
方
に
対
応
出
来
て
い
な

い
。

・
路
線
バ
ス
や
、
コ
ミ
バ
ス
に
人
が

殆
ど
乗
っ
て
い
な
い
。
福
岡
県
那
賀

川
市
で
は
９
台
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
を
使
っ
て
、
６
系
統
の
ル
ー
ト

で
年
間
延
べ
26
万
人
の
利
用
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
予
約
す
れ
ば
、

約
２
４
０
か
所
の
近
く
の
停
留
地
点

に
来
て
く
れ
て
非
常
に
乗
り
や
す
い

と
好
評
。
平
群
町
で
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

・
現
在
の
平
群
町
の
交
通
手
段
に
、

高
齢
者
は
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
改

善
を
し
て
ほ
し
い
。

《
文
教
厚
生
委
員
会
》

・
学
童
保
育
の
運
営
が
本
年
か
ら
民

間
委
託
と
な
っ
た
。
現
状
、
学
童
保

育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
民
間
委
託
に
な
っ
て
何
が
違
う

の
か
、
よ
く
な
っ
た
の
か
、
保
育
方

針
や
先
生
と
児
童
と
の
関
係
等
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
教
え
て
欲
し

い
。

・
高
齢
者
が
増
え
、
介
護
認
定
を
受

け
る
ま
で
は
至
っ
て
な
い
が
、
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
人
も
多
く
、
移

動
に
大
変
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

免
許
証
返
納
後
、
歩
き
す
ぎ
て
足
を

痛
め
る
人
も
い
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
あ
ち
こ
ち

遠
回
り
し
、
目
的
地
に
到
着
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
改
善
し

て
ほ
し
い
。

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
帰
り
の
予

約
が
そ
の
場
で
取
れ
な
い
。
予
約
で

い
っ
ぱ
い
。
高
齢
者
な
ど
の
外
出
を

支
援
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
用
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

徒
歩
圏
内
で
生
活
が
で
き
る
だ
け
の

お
店
や
病
院
等
が
あ
る
よ
う
な
、
そ

う
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
。
都
市
部
で
は
、

駅
か
ら
病
院
ま
で
の
送
迎
バ
ス
と
い

う
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
な
ど

を
拠
点
化
す
る
等
の
ア
イ
デ
ア
を
議

会
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

報
告
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

・
令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

報
告
者　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

稲
月　

敏
子

・
先
進
地
視
察
研
修
報
告
に
つ
い
て

　

①
新
庁
舎
建
設
と
議
会
運
営

　

報
告
者　

新
庁
舎
建
設
特
別

 
 

　
　
　

委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

植
田
い
ず
み

　

②
移
住
・
定
住
促
進　

　

報
告
者　

総
務
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

関　

順
子

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
・
応
答
の
中

で
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
学
校
現
場
に
問
題
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
先
生
達
は
疲
弊
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
議
員
の
み
な
さ
ん

が
学
校
行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
学
校
の
様
子
を
見
て
も
ら

う
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
残
念
な
こ
と
だ
。

　

中
学
校
の
体
育
館
の
雨
漏
り
が
ひ

ど
い
状
況
な
ど
を
、
い
ろ
ん
な
機
会

を
通
し
て
、
学
校
現
場
の
実
態
を
議

員
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
場

の
暑
い
時
期
に
調
理
員
の
方
た
ち
が

冷
房
の
な
い
調
理
室
で
調
理
を
し
て

お
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
環
境
も
是

非
見
て
い
た
だ
い
て
、
町
の
予
算
の

こ
と
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
冷
房
設

備
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？
教
職
員
の
働
き

方
改
革
も
あ
り
、
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ

に
部
活
動
の
指
導
を
委
託
し
て
い
る

等
と
聞
い
て
い
る
が
、
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動

に
な
っ
て
い
る
の
か
心
配
だ
。

分科会のようす（総務建設委員会）

町長へ最終報告書を提出する様子
左から西脇町長、山田議長、植田新庁舎建設特別委員長

（令和７年１２月２日）

分科会のようす（文教厚生委員会）

議
員
提
出
議
案

新庁舎建設特別委員会最終報告書を
町長に提出しました

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
全
て
の
生
活
保
護
利

用
者
に
対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を

求
め
る
意
見
書（
案
）

提
出
者  

植
田
い
ず
み　
　

賛
成
者  

須
藤
啓
二
・
稲
月
敏
子
・

 
 
 
 

山
口
昌
亮　
　
（
原
案
可
決
）

議
会
報
告
会
を
開
催

令
和
７
年
11
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・

く
ま
が
し
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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平群町議会新庁舎建設特別委員会最終報告書

視
察
研
修

視
察
研
修

視
察
研
修

全
議
員
で
訪
問
し
、
調
査
の
参
考
と
し
た
京
丹
波

町
役
場
（
京
都
府
）
と
築
上
町
役
場
（
福
岡
県
）

で
の
視
察
の
様
子

以上、６ページにわたる「新庁舎建設特別委員会最終報告書」となります。
町ホームページに掲載しています。

令
和
６
年
10
月
４
日

京
丹
波
町
役
場
（
京
都
府
）

令
和
７
年
10
月
２
日

築
上
町
役
場
（
福
岡
県
）

平群町議会新庁舎建設特別委員会
最終報告書
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３．新庁舎建設特別委員会の開催状況
第　１回　新庁舎建設特別委員会　令和６年　７月　８日　午後　２時～
第　２回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　２月２６日　午後　２時～
第　３回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　３月１４日　午前１０時～
第　４回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　３月２４日　午後　２時～
第　５回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　４月　８日　午後　２時～
第　６回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　４月２２日　午後　２時～
第　７回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　５月２８日　午後　２時～
第　８回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　６月１２日　午後　２時～
第　９回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　７月　４日　午前１０時～
第１０回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　８月　６日　午後　２時～
第１１回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　９月１８日　午後　２時～
第１２回　新庁舎建設特別委員会　令和７年１１月１７日　午後　２時～

４．新庁舎建設特別委員会の審議経過
第　１回　新庁舎建設の議論の進め方について

第　２回　今後議論する項目と進め方について

第　３回　新庁舎の議場について

第　４回　新庁舎の委員会室について

第　５回　新庁舎の本会議場・委員会室以外の議会エリアについて
　　　　　本委員会の今後の進め方について

第　６回　新庁舎建設特別委員会の中間報告案について

第　７回　これまでの委員会での議論について
　　　　　基本計画（案）の策定状況について
　　　　　新庁舎建設にかかる論点と今後の進め方について
　　　　　町民を守る安全安心な庁舎
　　　　　機能的で町民が利用しやすい庁舎　
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　本特別委員会は、昨年（令和６年）５月の議会において設置され、今日まで、
約１年半にわたり調査研究活動を行ってきました。
　この中で、理事者側から新庁舎建設にかかる基本計画の検討状況の聴取や
新庁舎の議会エリアに関する議論、また庁舎の在り方等について様々な面か
ら議論を進めてまいりました。また、昨年（令和６年）１０月には京都府京
丹波町の令和３年に建設された新庁舎に、さらに、今年（令和７年）１０月
には福岡県築上町の同じく令和３年に建設された新庁舎に現地視察のため訪
問し、調査の参考にしたところです。
　現在、町では、新庁舎建設に向けて基本計画の策定の取り組みを進めてい
るところであります。議会としての意見をまとめるために、基本計画に盛り
込むべき事項として議論を進めて参りました。
　この度の新庁舎建設を進めるにあたり、本特別委員会の設置の目的として
掲げた事項が終了したことから、審査内容及び経過等について平群町議会会
議規則第７７条の規定により本報告書を下記のとおり作成いたしました。

記

１．はじめに
　新庁舎の建設が実現すると、３０年、５０年とその建物は継続して使われ
ることになります。未来の平群町の住民に繋いでいく庁舎として、人口世帯
減少、超高齢社会が続くことから、作り過ぎず、出来るだけコンパクトにと
いう考えのもとに議論を進めてきました。

２．新庁舎建設特別委員会委員
　〇令和６年５月８日から令和７年５月８日
　　委員長　植田いずみ　副委員長　山田仁樹
　　委員　　須藤啓二、岩﨑真滋、山本隆史、山口昌亮
　〇令和７年５月８日から
　　委員長　植田いずみ　副委員長　山本隆史
　　委員　　関　順子、須藤啓二、岩﨑真滋、山口昌亮
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③議会施設全般について
　庁舎管理の観点から、議会関連施設は毎日使われていないことに鑑み、町
民等誰でもが入れる役場庁舎部分とは別の管理形態を考えること。
　正副議長室は、他の市町村の事例を見ても、議長、副議長は一つの部屋で
よいと考える。
　町民目線の議員活動がさらに活発に行えるよう、議員が落ち着いて調査研
究や議案等の理解を深める取り組みが行いやすい空間となるよう配慮するこ
と。また、議員同士の議論や情報共有するようなスペースの確保も重要であ
る。
　議員が町民の行政相談を受けたり、町職員と個別に説明を受けたりするス
ペースは、議員を介して町民と町行政を繋ぐ必要な空間として、その確保に
努めること。
　今後、ＩＴ技術の発展により、資料のデジタル化や映像の配信など様々な
変化が考えられるため、できるだけ機器類の更新や通信環境等、大規模改修
なしに設備更新、また新技術の導入に耐えうる計画とすること。

④その他
　議会運営を委員会中心主義に移行するにあたり、本会議場や委員会への理
事者側の必要な出席者については今後の課題であり、それによりそれぞれの
室の大きさも変わることから、作り過ぎないよう理事者側と継続的な議論が
必要である。

　最後に、今を生きる我々は、新庁舎が将来の町民へのメッセージとして、
新庁舎という建物が、未来にどのように使われるのかは、その時代に生きる
町民等が考え、行動されるものであります。特に議会の在り方については、
新庁舎における議会関連施設の設えや使われ方が変わらず永遠に続くもので
はなく、その時代の議員各位が、町民と共に時代にあった議会の在り方をしっ
かりと議論され、平群町がさらによりよい町になるよう期待するものであり
ます。
　その議論や考えるプロセスにおいて、新庁舎は、可能性を秘めたものであ
ることを感じさせるような庁舎を目指していただきたいと考えています。
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ビスの向上は最も考慮されるべき点である。
　また、職員が働きやすく、愛着を持って業務に携わることができるよう、
十分な配慮も必要と考える。
　新庁舎の規模は、無駄なスペースの徹底的な排除と、町民の利便性向上、
職員の業務に対するモチベーションが上がるような新庁舎を目指すべきであ
る。

（４）新庁舎の議会施設について
①本会議場
　町民全ての方が議員になる機会があることから、車椅子利用者の方が議員
となることもあり、議場は車椅子利用者に対応できるよう配慮すること。
　本会議場の多目的利用については様々な意見があるが、未来の町民・議員
が、多目的利用を行うと判断しても利用可能な設えが必要である。よって、
本会議場の利用については様々な可能性を感じさせるよう計画すること。
　しかしながら、本会議場は、議会を最優先に考える施設であるとの認識の
もと、原則として、いつでも議会が開催できるよう、配慮することも重要で
ある。
　本会議場での議論は、将来にもわたって、議員各位が冷静に落ち着いて、
町民にわかりやすい丁寧な議論が可能な空間が必要である。そのため、本会
議場の設えは、議員等の発言が聞き取りやすいなど、本会議場の内装等まで
十分配慮すること。
　また、傍聴席の確保はもちろんのこと、モニター、マイクやライブ中継な
ど設備、資料のデジタル化など新しいＩＴ技術等の導入の可能性にも配慮し
て整備すること。

②委員会室
　議員定数を考えると、将来も委員会室は１室で足りると考える。
　その１室は、本会議場より会議が行われる回数が格段に増えると考えられ、
委員会中心主義に対応するため、各委員会開催に支障がないよう、また、全
員協議会、予算説明会などが開催できるよう、汎用性の高い室とすると共に、
議会と理事者側が議論しやすいレイアウトとなるよう配慮すること。
　本会議場と同様に、一定数の傍聴席の確保、モニター、マイクやライブ中
継など設備等の更新が容易にできることに配慮して整備すること。
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第　８回　環境負荷を低減し自然環境に配慮した庁舎
　　　　　将来の変化に対応できる庁舎／時間軸を意識した計画
　　　　　自然と歴史を感じられる親しみやすい庁舎

第　９回　新庁舎の配置計画について
　　　　　新庁舎の規模について

第１０回　新庁舎建設にむけて議会関連施設の論点

第１１回　平群町議会新庁舎建設特別委員会最終報告書（案）について

第１２回　全員協議会を受けての平群町議会新庁舎建設特別委員会最終報告
書（案）について

５．新庁舎建設にかかる議会からの提言
（１）目指すべき新庁舎
①町民を守る安全安心な庁舎
　役場庁舎は、耐震性能の優れた庁舎とすること。また、大規模災害時には、
町民の命と暮らしを守る拠点となることから、大規模災害時においても、役
場職員が災害対応するための拠点として、役場機能を失うことのないことが
重要である。新庁舎のハードとしての災害に十分耐えうる強度は当然のこと、
設備も機能を失うことなく適切に稼働することが重要である。災害時には職
員が災害対応しやすいような設えと共に、災害時の体制作りも合わせて取り
組むことが必要である。

②機能的で町民が利用しやすい庁舎
　すべての町民が使いやすいよう、「ユニバーサルデザイン」の考え方をも
とに設計に反映させることが重要である。また、将来のＩＴやＤＸなどの技
術への対応ができるよう、執務室はフレキシブルな計画とすること。
　窓口業務の多い担当課は、出来るだけ同一フロアに集約させること。さら
に町民にとってわかりやすい配置となるよう、またわかりやすい案内ができ
るよう配慮すること。
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③環境負荷を低減し自然環境に配慮した庁舎
　庁舎が利用するエネルギーは、出来るだけ再生可能エネルギーを利用し、
地球環境にやさしい自然環境に配慮した庁舎とすること。さらに、環境技術
の進歩は著しいことから、最新技術が取り入れられるよう、情報収集に努め
ること。

④将来の変化に対応できる庁舎／時間軸を意識した計画
　行政機能の変化など、将来の町民ニーズの変化に柔軟に対応できることが
重要である。情報通信技術や人工知能の進化に庁舎だけでなく職員のスキル
も対応できることが求められている。
　そのうえで、将来の組織改編や会議室等の需要の変化に対応できるよう、
汎用性の高い計画とすること。
　さらに、新庁舎は、継続的な維持管理が必要で、経済的、効率的に管理・
運営しやすいシンプルで機能的な建物とすること。

⑤自然と歴史を感じられる親しみやすい庁舎
　新庁舎は、町にとってシンボル的な建物の一つになる。奇をてらうことな
く町民が愛着と誇りを持てるよう、本町の気候風土を丁寧に分析され、長く
町民に親しみを持って愛される建物となることをめざすこと。

（２）新庁舎の配置計画
　総合文化センター内に敷地を設定することから、現在の総合文化センター
にある駐車場スペースが減ることになるため、町民等の利便性を考慮し、近
隣等に駐車スペースの確保に努めること。
　また、新庁舎は、来庁者がわかりやすい位置及び動線計画とするとともに、
総合文化センターに隣接することのメリットを十分生かし、それぞれの建物
が相乗効果によりさらに利便性や利用効率の向上が図られるよう計画するこ
と。

（３）新庁舎の規模
　人口世帯減少、超高齢社会の時代に入り、職員数も現在の職員数が最大で
あると認識し、庁舎の規模は、作り過ぎないことが重要である。しかしながら、
現庁舎では、町民が来庁された場合の待ち合わせスペースが十分ではなく、
個別に相談できるスペースが少ないなど課題も多く、町民に対する行政サー

こちらからご覧いただけます。
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視
察
研
修

視
察
研
修

視
察
研
修

全
議
員
で
訪
問
し
、
調
査
の
参
考
と
し
た
京
丹
波

町
役
場
（
京
都
府
）
と
築
上
町
役
場
（
福
岡
県
）

で
の
視
察
の
様
子

以上、６ページにわたる「新庁舎建設特別委員会最終報告書」となります。
町ホームページに掲載しています。

令
和
６
年
10
月
４
日

京
丹
波
町
役
場
（
京
都
府
）

令
和
７
年
10
月
２
日

築
上
町
役
場
（
福
岡
県
）

平群町議会新庁舎建設特別委員会
最終報告書
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３．新庁舎建設特別委員会の開催状況
第　１回　新庁舎建設特別委員会　令和６年　７月　８日　午後　２時～
第　２回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　２月２６日　午後　２時～
第　３回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　３月１４日　午前１０時～
第　４回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　３月２４日　午後　２時～
第　５回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　４月　８日　午後　２時～
第　６回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　４月２２日　午後　２時～
第　７回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　５月２８日　午後　２時～
第　８回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　６月１２日　午後　２時～
第　９回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　７月　４日　午前１０時～
第１０回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　８月　６日　午後　２時～
第１１回　新庁舎建設特別委員会　令和７年　９月１８日　午後　２時～
第１２回　新庁舎建設特別委員会　令和７年１１月１７日　午後　２時～

４．新庁舎建設特別委員会の審議経過
第　１回　新庁舎建設の議論の進め方について

第　２回　今後議論する項目と進め方について

第　３回　新庁舎の議場について

第　４回　新庁舎の委員会室について

第　５回　新庁舎の本会議場・委員会室以外の議会エリアについて
　　　　　本委員会の今後の進め方について

第　６回　新庁舎建設特別委員会の中間報告案について

第　７回　これまでの委員会での議論について
　　　　　基本計画（案）の策定状況について
　　　　　新庁舎建設にかかる論点と今後の進め方について
　　　　　町民を守る安全安心な庁舎
　　　　　機能的で町民が利用しやすい庁舎　
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　本特別委員会は、昨年（令和６年）５月の議会において設置され、今日まで、
約１年半にわたり調査研究活動を行ってきました。
　この中で、理事者側から新庁舎建設にかかる基本計画の検討状況の聴取や
新庁舎の議会エリアに関する議論、また庁舎の在り方等について様々な面か
ら議論を進めてまいりました。また、昨年（令和６年）１０月には京都府京
丹波町の令和３年に建設された新庁舎に、さらに、今年（令和７年）１０月
には福岡県築上町の同じく令和３年に建設された新庁舎に現地視察のため訪
問し、調査の参考にしたところです。
　現在、町では、新庁舎建設に向けて基本計画の策定の取り組みを進めてい
るところであります。議会としての意見をまとめるために、基本計画に盛り
込むべき事項として議論を進めて参りました。
　この度の新庁舎建設を進めるにあたり、本特別委員会の設置の目的として
掲げた事項が終了したことから、審査内容及び経過等について平群町議会会
議規則第７７条の規定により本報告書を下記のとおり作成いたしました。

記

１．はじめに
　新庁舎の建設が実現すると、３０年、５０年とその建物は継続して使われ
ることになります。未来の平群町の住民に繋いでいく庁舎として、人口世帯
減少、超高齢社会が続くことから、作り過ぎず、出来るだけコンパクトにと
いう考えのもとに議論を進めてきました。

２．新庁舎建設特別委員会委員
　〇令和６年５月８日から令和７年５月８日
　　委員長　植田いずみ　副委員長　山田仁樹
　　委員　　須藤啓二、岩﨑真滋、山本隆史、山口昌亮
　〇令和７年５月８日から
　　委員長　植田いずみ　副委員長　山本隆史
　　委員　　関　順子、須藤啓二、岩﨑真滋、山口昌亮
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③議会施設全般について
　庁舎管理の観点から、議会関連施設は毎日使われていないことに鑑み、町
民等誰でもが入れる役場庁舎部分とは別の管理形態を考えること。
　正副議長室は、他の市町村の事例を見ても、議長、副議長は一つの部屋で
よいと考える。
　町民目線の議員活動がさらに活発に行えるよう、議員が落ち着いて調査研
究や議案等の理解を深める取り組みが行いやすい空間となるよう配慮するこ
と。また、議員同士の議論や情報共有するようなスペースの確保も重要であ
る。
　議員が町民の行政相談を受けたり、町職員と個別に説明を受けたりするス
ペースは、議員を介して町民と町行政を繋ぐ必要な空間として、その確保に
努めること。
　今後、ＩＴ技術の発展により、資料のデジタル化や映像の配信など様々な
変化が考えられるため、できるだけ機器類の更新や通信環境等、大規模改修
なしに設備更新、また新技術の導入に耐えうる計画とすること。

④その他
　議会運営を委員会中心主義に移行するにあたり、本会議場や委員会への理
事者側の必要な出席者については今後の課題であり、それによりそれぞれの
室の大きさも変わることから、作り過ぎないよう理事者側と継続的な議論が
必要である。

　最後に、今を生きる我々は、新庁舎が将来の町民へのメッセージとして、
新庁舎という建物が、未来にどのように使われるのかは、その時代に生きる
町民等が考え、行動されるものであります。特に議会の在り方については、
新庁舎における議会関連施設の設えや使われ方が変わらず永遠に続くもので
はなく、その時代の議員各位が、町民と共に時代にあった議会の在り方をしっ
かりと議論され、平群町がさらによりよい町になるよう期待するものであり
ます。
　その議論や考えるプロセスにおいて、新庁舎は、可能性を秘めたものであ
ることを感じさせるような庁舎を目指していただきたいと考えています。
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ビスの向上は最も考慮されるべき点である。
　また、職員が働きやすく、愛着を持って業務に携わることができるよう、
十分な配慮も必要と考える。
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る。
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①本会議場
　町民全ての方が議員になる機会があることから、車椅子利用者の方が議員
となることもあり、議場は車椅子利用者に対応できるよう配慮すること。
　本会議場の多目的利用については様々な意見があるが、未来の町民・議員
が、多目的利用を行うと判断しても利用可能な設えが必要である。よって、
本会議場の利用については様々な可能性を感じさせるよう計画すること。
　しかしながら、本会議場は、議会を最優先に考える施設であるとの認識の
もと、原則として、いつでも議会が開催できるよう、配慮することも重要で
ある。
　本会議場での議論は、将来にもわたって、議員各位が冷静に落ち着いて、
町民にわかりやすい丁寧な議論が可能な空間が必要である。そのため、本会
議場の設えは、議員等の発言が聞き取りやすいなど、本会議場の内装等まで
十分配慮すること。
　また、傍聴席の確保はもちろんのこと、モニター、マイクやライブ中継な
ど設備、資料のデジタル化など新しいＩＴ技術等の導入の可能性にも配慮し
て整備すること。
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が相乗効果によりさらに利便性や利用効率の向上が図られるよう計画するこ
と。

（３）新庁舎の規模
　人口世帯減少、超高齢社会の時代に入り、職員数も現在の職員数が最大で
あると認識し、庁舎の規模は、作り過ぎないことが重要である。しかしながら、
現庁舎では、町民が来庁された場合の待ち合わせスペースが十分ではなく、
個別に相談できるスペースが少ないなど課題も多く、町民に対する行政サー

こちらからご覧いただけます。
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町政を問う！一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧
国民健康保険税の負担不公平と、子育て
世帯を守る制度のあり方について

学校給食の無償化について
こども園の保育料について
学童保育所の運営について

出生者減少を見据えた小学校を
町社会福祉協議会改革について
ハラスメント防止条例の制定を
災害時の一時集合場所の自治会館
(集会所)は安全か

公的な災害用井戸の設置を
住宅地に侵入する鳥獣対策について

喜ばれるゴミ袋の配布事業に
可燃ごみ処理の委託について
小中学校のトイレに生理用品の設置を

負担の少ない自治会運営と公平性の確保

井戸議員

山口議員

森田議員

稲月議員

植田議員

山本議員

1.

1.
2.
3.

1.
2.
3.
4.

1.
2.

1.
2.
3.

1.

部活動改革について
下水道事業の計画について
マイナ保険証について
町財政の現状と課題について

健康寿命延伸に向けた町職員の
人材確保・育成について
学校給食費の無償化について

メガソーラー工事について

身寄りなき高齢者について
道の駅の防犯灯について
クマ対策について

住民が求めるコミバス運行を
国政と本町との結び付きについて
リニア中央新幹線の整備について
スポーツ関連施設等の屋外トイレ改修を
管理不全空き家制度との関連について

長良議員

関　議員

須藤議員

岩﨑議員

馬本議員

1.
2.
3.
4.

1.

2.

1.

1.
2.
3.

1.
2.
3.
4.
5.

※質疑の内容は、議員の自己責任で掲載しています。
※紙面の都合により、複数の質問があっても、掲載は１件となります。

出
生
者
減
少
を

　
　
　

見
据
え
た
小
学
校
を

　

学
校
給
食
は
、
地
域
を
理

解
す
る
こ
と
や
食
文
化
の
継

承
、
自
然
の
恵
み
な
ど
を
理

解
す
る
上
で
も
重
要
な
教
材

で
あ
り
、
食
教
育
の
「
生
き

た
教
材
・
食
の
教
科
書
」
と

し
て
、
学
校
教
育
法
で
も
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

深
刻
な
物
価
高
騰
の
中
、
食

材
が
値
上
が
り
し
、
本
町
で

も
物
価
高
騰
分
の
補
填
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
公

立
小
学
校
の
給
食
費
に
つ
い

て
、
保
護
者
負
担
を
無
償
化

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
機

会
に
本
町
で
も
小
学
校
の
完

全
無
償
化
と
と
も
に
、
中
学

校
に
つ
い
て
も
、
国
の
施
策

を
先
取
り
す
る
形
で
給
食
費

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
本

町
と
し
て
も
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
は
認
識
を
し
て
い

る
。
現
在
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
、
単
独
で
の
全
額
無

償
化
の
実
施
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
支
援
は
ま
っ
た

な
し
の
状
況
で
あ
り
、
国
の

小
学
校
無
償
化
の
方
針
や
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
詳

細
が
確
定
し
次
第
、
速
や
か

に
具
体
的
な
実
施
方
法
を
決

定
し
た
上
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
学

校
給
食
の
質
を
確
保
し
つ

つ
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

な
る
よ
う
支
援
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

小
中
学
校
は
基
礎
学
力
の

定
着
と
児
童
生
徒
ひ
と
り
一

人
が
自
立
し
て
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
築

く
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
平
群
小
学
校
、
北

小
学
校
、
南
小
学
校
を
合
わ

せ
た
児
童
は
７
４
４
人
で
、

６
年
後
の
児
童
は
住
民
基
本

台
帳
に
よ
る
と
５
８
４
人

と
、
今
よ
り
１
６
０
人
減
る

訳
で
、
仮
に
１
ク
ラ
ス
35
人

と
す
る
と
各
学
年
３
ク
ラ
ス

で
十
分
で
、
小
学
校
全
体
で

18
ク
ラ
ス
あ
れ
ば
良
い
こ
と

に
な
る
。

　

日
本
の
人
口
が
減
少
す
る

中
、平
群
町
の
人
口
が
増
え
、

子
ど
も
が
増
え
る
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
町

は
小
学
校
は
今
ま
で
通
り
の

３
校（
平
群
小
・
北
小
・
南
小
）

体
制
で
良
い
の
か
、
小
中
一

貫
校
に
す
べ
き
等
の
検
討
を

す
る
時
期
で
は
。

　

な
お
、
令
和
３
年
９
月
議

会
で
同
種
の
一
般
質
問
を
し

た
と
こ
ろ
、「
今
後
の
児
童

数
の
推
移
を
注
視
し
な
が

ら
、
学
校
の
取
り
巻
く
環
境

や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
学

校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
参

る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

学校給食の無償化について

国
民
健
康
保
険
税
の
不
公
平
、

　
　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

　

町
と
し
て
、
格
差
等
に
つ

い
て
の
認
識
や
見
解
は
示
せ

な
い
。

　

国
保
は
県
単
位
で
の
運
営

の
為
、
そ
の
趣
旨
か
ら
制
度

や
措
置
に
つ
い
て
は
町
単
独

実
施
を
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
他
市
町
村

と
の
意
見
集
約
の
中
で
地
域

住
民
全
体
に
と
っ
て
有
益
と

判
断
さ
れ
る
事
柄
は
、
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

平
群
町
で
は
、
自
営
業
や

非
正
規
雇
用
な
ど
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
、
特
に
子
育

て
世
帯
で
は
保
険
税
負
担
が

家
計
を
強
く
圧
迫
し
て
い

る
。

　

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
は
、
同

じ
総
所
得
が
２
０
０
万
円
の

４
人
家
族
で
も
、
国
保
で
は

年
間
約
42
万
円
の
負
担
と
な

る
一
方
、
社
会
保
険
で
は
企

業
負
担
が
あ
り
実
質
約
８
万

円
に
と
ど
ま
り
、
約
30
万
円

の
差
が
生
じ
て
い
る
。
国
保

で
は
社
会
保
険
料
控
除
が
な

く
、
低
所
得
層
ほ
ど
負
担
率

が
高
く
な
る
逆
累
進
構
造

や
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
に

も
均
等
割
が
課
さ
れ
る
問
題

が
あ
る
。

　

親
の
雇
用
形
態
の
違
い
が

子
ど
も
の
教
育
・
体
験
格
差

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
現
状

に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
あ

わ
せ
て
、
均
等
割
軽
減
の
拡

充
や
減
免
制
度
の
見
直
し
な

ど
、
町
と
し
て
取
り
得
る
子

育
て
世
帯
支
援
策
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

井戸　太郎

山口　昌亮

森田　勝

　

過
去
の
小
学
校
再
編
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
３
校
で

維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
学
校
児
童
数
の
推
移

に
注
視
し
て
、
教
育
に
与
え

る
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
総

合
的
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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町政を問う！一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧
国民健康保険税の負担不公平と、子育て
世帯を守る制度のあり方について

学校給食の無償化について
こども園の保育料について
学童保育所の運営について

出生者減少を見据えた小学校を
町社会福祉協議会改革について
ハラスメント防止条例の制定を
災害時の一時集合場所の自治会館
(集会所)は安全か

公的な災害用井戸の設置を
住宅地に侵入する鳥獣対策について

喜ばれるゴミ袋の配布事業に
可燃ごみ処理の委託について
小中学校のトイレに生理用品の設置を

負担の少ない自治会運営と公平性の確保

井戸議員

山口議員

森田議員

稲月議員

植田議員

山本議員

1.

1.
2.
3.

1.
2.
3.
4.

1.
2.

1.
2.
3.

1.

部活動改革について
下水道事業の計画について
マイナ保険証について
町財政の現状と課題について

健康寿命延伸に向けた町職員の
人材確保・育成について
学校給食費の無償化について

メガソーラー工事について

身寄りなき高齢者について
道の駅の防犯灯について
クマ対策について

住民が求めるコミバス運行を
国政と本町との結び付きについて
リニア中央新幹線の整備について
スポーツ関連施設等の屋外トイレ改修を
管理不全空き家制度との関連について

長良議員

関　議員

須藤議員

岩﨑議員

馬本議員

1.
2.
3.
4.

1.

2.

1.

1.
2.
3.

1.
2.
3.
4.
5.

※質疑の内容は、議員の自己責任で掲載しています。
※紙面の都合により、複数の質問があっても、掲載は１件となります。

出
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見
据
え
た
小
学
校
を

　

学
校
給
食
は
、
地
域
を
理

解
す
る
こ
と
や
食
文
化
の
継

承
、
自
然
の
恵
み
な
ど
を
理

解
す
る
上
で
も
重
要
な
教
材

で
あ
り
、
食
教
育
の
「
生
き

た
教
材
・
食
の
教
科
書
」
と

し
て
、
学
校
教
育
法
で
も
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

深
刻
な
物
価
高
騰
の
中
、
食

材
が
値
上
が
り
し
、
本
町
で

も
物
価
高
騰
分
の
補
填
が
行

わ
れ
て
い
る
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こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
公

立
小
学
校
の
給
食
費
に
つ
い

て
、
保
護
者
負
担
を
無
償
化

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
機

会
に
本
町
で
も
小
学
校
の
完

全
無
償
化
と
と
も
に
、
中
学

校
に
つ
い
て
も
、
国
の
施
策

を
先
取
り
す
る
形
で
給
食
費

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
本

町
と
し
て
も
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
は
認
識
を
し
て
い

る
。
現
在
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
、
単
独
で
の
全
額
無

償
化
の
実
施
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
支
援
は
ま
っ
た

な
し
の
状
況
で
あ
り
、
国
の

小
学
校
無
償
化
の
方
針
や
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
詳

細
が
確
定
し
次
第
、
速
や
か

に
具
体
的
な
実
施
方
法
を
決

定
し
た
上
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
学

校
給
食
の
質
を
確
保
し
つ

つ
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

な
る
よ
う
支
援
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

小
中
学
校
は
基
礎
学
力
の

定
着
と
児
童
生
徒
ひ
と
り
一

人
が
自
立
し
て
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
築

く
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
平
群
小
学
校
、
北

小
学
校
、
南
小
学
校
を
合
わ

せ
た
児
童
は
７
４
４
人
で
、

６
年
後
の
児
童
は
住
民
基
本

台
帳
に
よ
る
と
５
８
４
人

と
、
今
よ
り
１
６
０
人
減
る

訳
で
、
仮
に
１
ク
ラ
ス
35
人

と
す
る
と
各
学
年
３
ク
ラ
ス

で
十
分
で
、
小
学
校
全
体
で

18
ク
ラ
ス
あ
れ
ば
良
い
こ
と

に
な
る
。

　

日
本
の
人
口
が
減
少
す
る

中
、平
群
町
の
人
口
が
増
え
、

子
ど
も
が
増
え
る
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
町

は
小
学
校
は
今
ま
で
通
り
の

３
校（
平
群
小
・
北
小
・
南
小
）

体
制
で
良
い
の
か
、
小
中
一

貫
校
に
す
べ
き
等
の
検
討
を

す
る
時
期
で
は
。

　

な
お
、
令
和
３
年
９
月
議

会
で
同
種
の
一
般
質
問
を
し

た
と
こ
ろ
、「
今
後
の
児
童

数
の
推
移
を
注
視
し
な
が

ら
、
学
校
の
取
り
巻
く
環
境

や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
学

校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
参

る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

学校給食の無償化について

国
民
健
康
保
険
税
の
不
公
平
、

　
　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

　

町
と
し
て
、
格
差
等
に
つ

い
て
の
認
識
や
見
解
は
示
せ

な
い
。

　

国
保
は
県
単
位
で
の
運
営

の
為
、
そ
の
趣
旨
か
ら
制
度

や
措
置
に
つ
い
て
は
町
単
独

実
施
を
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
他
市
町
村

と
の
意
見
集
約
の
中
で
地
域

住
民
全
体
に
と
っ
て
有
益
と

判
断
さ
れ
る
事
柄
は
、
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

平
群
町
で
は
、
自
営
業
や

非
正
規
雇
用
な
ど
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
、
特
に
子
育

て
世
帯
で
は
保
険
税
負
担
が

家
計
を
強
く
圧
迫
し
て
い

る
。

　

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
は
、
同

じ
総
所
得
が
２
０
０
万
円
の

４
人
家
族
で
も
、
国
保
で
は

年
間
約
42
万
円
の
負
担
と
な

る
一
方
、
社
会
保
険
で
は
企

業
負
担
が
あ
り
実
質
約
８
万

円
に
と
ど
ま
り
、
約
30
万
円

の
差
が
生
じ
て
い
る
。
国
保

で
は
社
会
保
険
料
控
除
が
な

く
、
低
所
得
層
ほ
ど
負
担
率

が
高
く
な
る
逆
累
進
構
造

や
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
に

も
均
等
割
が
課
さ
れ
る
問
題

が
あ
る
。

　

親
の
雇
用
形
態
の
違
い
が

子
ど
も
の
教
育
・
体
験
格
差

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
現
状

に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
あ

わ
せ
て
、
均
等
割
軽
減
の
拡

充
や
減
免
制
度
の
見
直
し
な

ど
、
町
と
し
て
取
り
得
る
子

育
て
世
帯
支
援
策
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

井戸　太郎

山口　昌亮

森田　勝

　

過
去
の
小
学
校
再
編
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
３
校
で

維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
学
校
児
童
数
の
推
移

に
注
視
し
て
、
教
育
に
与
え

る
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
総

合
的
に
対
応
し
て
い
く
。
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問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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町
財
政
の
現
状
と

　
　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
な
人
口
減

少
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
自
治
会
の
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
を
退
会
さ

れ
る
方
や
、
転
入
さ
れ
て
も

入
会
さ
れ
な
い
方
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治

会
運
営
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
本
町
の
各
自
治
会
の
加

入
状
況
に
つ
い
て
。

　

②
未
加
入
の
町
民
に
対
す

る
加
入
促
進
施
策
に
つ
い

て
。

　

③
自
治
会
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
。

　

④
公
平
性
の
維
持
と
退
会

抑
止
に
向
け
た
「
受
益
者
負

担
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　

①
加
入
率
90
％
以
上
が
6

自
治
会
、
50
％
未
満
が
3
自

治
会
、
平
均
80
・
1
％
。

　

②
退
会
を
希
望
す
る
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

自
治
会
に
は
災
害
発
生
時
な

ど
の
共
助
機
能
が
あ
る
こ
と

や
、
自
治
会
費
が
防
犯
灯
の

設
置
等
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
退
会
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

③
広
報
紙
の
分
散
配
布

や
、
自
治
会
長
等
と
の
連
絡

や
報
告
は
メ
ー
ル
等
で
の
や

り
と
り
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

④
加
入
・
未
加
入
に
よ
る

公
平
性
は
、全
国
的
な
課
題
。

本
町
の
一
部
の
自
治
会
で

は
、
防
犯
灯
の
電
気
代
を
退

会
さ
れ
た
方
か
ら
も
負
担
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
令
和
８
年
度
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
財
政
検
討
特
別

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
町
財
政
の
現

状
と
課
題
、
結
果
分
析
・
課

題
分
析
と
対
応
策
検
討
な

ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、
次

に
進
む
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
は
、
４
回
計
画
さ
れ
て

お
り
、全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
下
旬
に
策
定
予
定
で

す
。
現
状
を
鑑
み
、
方
向
性

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
財
政
検
討
特
別
委
員
会

に
お
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

国
の
税
制
改
正
（
い
わ
ゆ
る

１
０
３
万
円
の
壁
の
見
直

し
）、
制
度
改
正
等
に
影
響

を
受
け
る
財
政
で
あ
り
、
今

後
、
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

事
業
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
無
計
画
な
財
政
運

営
を
行
え
ば
、
再
び
元
の
苦

負担の少ない自治会運営と
　　　公平性の確保

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

　
　
　

生
理
用
品
の
設
置
を

　

相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生

徒
や
、
自
己
表
現
が
苦
手
な

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
保
健
室
で
も
ら
え
る

こ
と
を
女
子
ト
イ
レ
の
個
室

に
掲
示
し
、
対
話
を
通
じ
て

支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
不
安
や
心
配

等
の
内
面
の
気
づ
き
、
そ
の

為
に
必
要
と
な
る
配
慮
あ
る

対
応
こ
そ
、
全
て
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
学
校
の
役
割
で

果
た
す
べ
き
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
設
置
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
様
に
、
生

理
用
品
も
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
こ
と
は
、
設

置
し
て
い
る
学
校
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

昨
年
10
月
時
点
で
、
小
中

学
校
に
設
置
す
る
区
市
町
村

は
２
９
５
、
ま
た
役
所
庁
舎

ト
イ
レ
へ
の
設
置
も
１
２
１

自
治
体
に
広
が
り
、
民
間
企

業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
の
「
事
務
連
絡
」

で
も
、
生
理
用
品
の
必
要
を

言
い
出
し
に
く
い
児
童
・
生

徒
に
も
配
慮
し
、
安
心
し
て

入
手
で
き
る
提
供
場
所
を
保

健
室
以
外
に
も
設
け
る
工
夫

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
生
駒

郡
内
で
、
生
理
用
品
を
設
置

し
て
い
な
い
の
は
平
群
町
だ

け
で
す
。
平
群
町
も
決
断
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

地
震
等
大
災
害
時
の
長
期

間
断
水
に
必
要
と
な
る
生
活

用
水
の
供
給
は
重
要
で
す
。

本
町
で
は
そ
の
一
つ
、
民
間

所
有
井
戸
の
提
供
制
度
を
令

和
６
年
９
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
登
録
数
は
現
時
点
で

６
カ
所
だ
が
、
住
宅
密
集
地

や
町
中
心
部
に
は
な
い
。
今

後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
更
な

る
登
録
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
公
的
水
源
の
確
保
が

必
要
。
元
簡
易
水
道
等
の
水

源
利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
的
な
災
害
用
生

活
水
供
給
施
設
と
し
て
、
広

域
避
難
施
設
と
な
る
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
井
戸

を
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
平
時
は
そ
の
地
下
水
を

植
栽
の
灌
漑
用
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
夏
場
の
上
水

道
の
大
幅
節
減
と
も
な
る
。

避
難
所
等
に
設
置
す
る
井
戸

設
置
は
、
国
の
負
担
も
あ
り

町
負
担
は
少
な
く
、
災
害
時

対
策
と
日
常
の
節
水
も
で
き

る
有
効
な
設
備
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
実
現
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
提
案
す
る
。

　

今
後
も
広
報
紙
等
で
、
災

害
時
の
民
間
井
戸
登
録
の
呼

び
か
け
を
行
な
う
と
と
も
に

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
災
害

時
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
予
定
し
て
い
る
の
で

井
戸
の
設
置
は
有
効
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
生
活
用
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
情
報
収

集
し
、
検
討
し
て
い
く
。

し
い
状
況
に
陥
る
可
能
性
が

あ
り
、
財
政
面
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、次
回
以
降
、

開
催
す
る
財
政
検
討
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き

ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

内
容
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公的な災害用井戸の設置を

植田　いずみ

稲月　敏子山本　隆史

長良　俊一
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町
財
政
の
現
状
と

　
　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
な
人
口
減

少
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
自
治
会
の
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
を
退
会
さ

れ
る
方
や
、
転
入
さ
れ
て
も

入
会
さ
れ
な
い
方
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治

会
運
営
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
本
町
の
各
自
治
会
の
加

入
状
況
に
つ
い
て
。

　

②
未
加
入
の
町
民
に
対
す

る
加
入
促
進
施
策
に
つ
い

て
。

　

③
自
治
会
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
。

　

④
公
平
性
の
維
持
と
退
会

抑
止
に
向
け
た
「
受
益
者
負

担
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　

①
加
入
率
90
％
以
上
が
6

自
治
会
、
50
％
未
満
が
3
自

治
会
、
平
均
80
・
1
％
。

　

②
退
会
を
希
望
す
る
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

自
治
会
に
は
災
害
発
生
時
な

ど
の
共
助
機
能
が
あ
る
こ
と

や
、
自
治
会
費
が
防
犯
灯
の

設
置
等
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
退
会
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

③
広
報
紙
の
分
散
配
布

や
、
自
治
会
長
等
と
の
連
絡

や
報
告
は
メ
ー
ル
等
で
の
や

り
と
り
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

④
加
入
・
未
加
入
に
よ
る

公
平
性
は
、全
国
的
な
課
題
。

本
町
の
一
部
の
自
治
会
で

は
、
防
犯
灯
の
電
気
代
を
退

会
さ
れ
た
方
か
ら
も
負
担
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
令
和
８
年
度
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
財
政
検
討
特
別

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
町
財
政
の
現

状
と
課
題
、
結
果
分
析
・
課

題
分
析
と
対
応
策
検
討
な

ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、
次

に
進
む
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
は
、
４
回
計
画
さ
れ
て

お
り
、全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
下
旬
に
策
定
予
定
で

す
。
現
状
を
鑑
み
、
方
向
性

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
財
政
検
討
特
別
委
員
会

に
お
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

国
の
税
制
改
正
（
い
わ
ゆ
る

１
０
３
万
円
の
壁
の
見
直

し
）、
制
度
改
正
等
に
影
響

を
受
け
る
財
政
で
あ
り
、
今

後
、
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

事
業
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
無
計
画
な
財
政
運

営
を
行
え
ば
、
再
び
元
の
苦

負担の少ない自治会運営と
　　　公平性の確保

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

　
　
　

生
理
用
品
の
設
置
を

　

相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生

徒
や
、
自
己
表
現
が
苦
手
な

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
保
健
室
で
も
ら
え
る

こ
と
を
女
子
ト
イ
レ
の
個
室

に
掲
示
し
、
対
話
を
通
じ
て

支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
不
安
や
心
配

等
の
内
面
の
気
づ
き
、
そ
の

為
に
必
要
と
な
る
配
慮
あ
る

対
応
こ
そ
、
全
て
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
学
校
の
役
割
で

果
た
す
べ
き
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
設
置
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
様
に
、
生

理
用
品
も
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
こ
と
は
、
設

置
し
て
い
る
学
校
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

昨
年
10
月
時
点
で
、
小
中

学
校
に
設
置
す
る
区
市
町
村

は
２
９
５
、
ま
た
役
所
庁
舎

ト
イ
レ
へ
の
設
置
も
１
２
１

自
治
体
に
広
が
り
、
民
間
企

業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
の
「
事
務
連
絡
」

で
も
、
生
理
用
品
の
必
要
を

言
い
出
し
に
く
い
児
童
・
生

徒
に
も
配
慮
し
、
安
心
し
て

入
手
で
き
る
提
供
場
所
を
保

健
室
以
外
に
も
設
け
る
工
夫

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
生
駒

郡
内
で
、
生
理
用
品
を
設
置

し
て
い
な
い
の
は
平
群
町
だ

け
で
す
。
平
群
町
も
決
断
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

地
震
等
大
災
害
時
の
長
期

間
断
水
に
必
要
と
な
る
生
活

用
水
の
供
給
は
重
要
で
す
。

本
町
で
は
そ
の
一
つ
、
民
間

所
有
井
戸
の
提
供
制
度
を
令

和
６
年
９
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
登
録
数
は
現
時
点
で

６
カ
所
だ
が
、
住
宅
密
集
地

や
町
中
心
部
に
は
な
い
。
今

後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
更
な

る
登
録
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
公
的
水
源
の
確
保
が

必
要
。
元
簡
易
水
道
等
の
水

源
利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
的
な
災
害
用
生

活
水
供
給
施
設
と
し
て
、
広

域
避
難
施
設
と
な
る
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
井
戸

を
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
平
時
は
そ
の
地
下
水
を

植
栽
の
灌
漑
用
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
夏
場
の
上
水

道
の
大
幅
節
減
と
も
な
る
。

避
難
所
等
に
設
置
す
る
井
戸

設
置
は
、
国
の
負
担
も
あ
り

町
負
担
は
少
な
く
、
災
害
時

対
策
と
日
常
の
節
水
も
で
き

る
有
効
な
設
備
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
実
現
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
提
案
す
る
。

　

今
後
も
広
報
紙
等
で
、
災

害
時
の
民
間
井
戸
登
録
の
呼

び
か
け
を
行
な
う
と
と
も
に

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
災
害

時
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
予
定
し
て
い
る
の
で

井
戸
の
設
置
は
有
効
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
生
活
用
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
情
報
収

集
し
、
検
討
し
て
い
く
。

し
い
状
況
に
陥
る
可
能
性
が

あ
り
、
財
政
面
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、次
回
以
降
、

開
催
す
る
財
政
検
討
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き

ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

内
容
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公的な災害用井戸の設置を

植田　いずみ

稲月　敏子山本　隆史

長良　俊一

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

町政を問う！一般質問一般質問一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

15 令和8年2月1日発行
No.304

14令和8年2月1日発行
No.304

260119-平群議会304号-web用.indd   15260119-平群議会304号-web用.indd   15 2026/01/19   13:152026/01/19   13:15



ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等
の

　
　
　

屋
外
ト
イ
レ
改
修
を

　

厚
生
労
働
省
は
9
月
に
、

身
寄
り
な
き
高
齢
者
が
病
気

に
な
っ
た
際
や
亡
く
な
っ
た

後
の
手
続
き
を
支
援
す
る
全

国
的
な
仕
組
み
の
具
体
案

を
、
専
門
家
会
議
で
示
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
や
認
知
症
の

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守

る
成
年
後
見
な
ど
を
通
じ

て
、
身
寄
り
が
な
い
高
齢
者

の
生
活
課
題
に
対
応
す
る
事

業
に
、相
続
人
捜
し
や
火
葬
・

埋
葬
を
担
う
市
区
町
村
も
、

積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の
専

門
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
身
元
保
証
か
ら
日
常
生
活

支
援
、
死
後
事
務
の
処
理
に

至
る
ま
で
広
く
生
活
を
支
え

て
い
く
た
め
、
既
存
の
各
施

策
も
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要

な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等

と
連
携
を
密
に
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
地
域
の
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
認
知

症
高
齢
者
や
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
ま
た
障
が
い
者
等
、

困
難
を
抱
え
る
方
々
に
対
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

支
援
や
市
町
村
申
し
立
て
に

よ
る
成
年
後
見
制
度
利
用
の

促
進
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
諸

課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
健
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
北
公
園
が
存
在
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
屋
外
ト
イ
レ
の

現
状
は
、
障
が
い
者
用
ト
イ

レ（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
）

を
除
い
て
は
、
男
女
と
も
和

式
、
ま
た
洋
式
に
つ
い
て
は

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

は
、
身
体
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
毎
日
の
ト
イ
レ
を

よ
り
快
適
で
衛
生
的
に
す
る

多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
に

応
じ
て
、
和
式
ト
イ
レ
の
一

部
を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

に
ま
た
、
旧
の
洋
式
ト
イ
レ

を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
に

早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。優
先
順
位
を
定
め
て
、

設
備
的
に
も
着
手
し
や
す
い

箇
所
か
ら
快
適
な
温
水
洗
浄

便
座
を
年
度
内
に
１
日
も
早

く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

身寄りなき高齢者について

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
工
事
に
つ
い
て

　

①
２
０
１
１
年
に
違
法
開

発
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
産

廃
投
棄
が
あ
っ
た
。

　

②
今
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
、
が
れ
き
類
を
約
４

６
４
㎥
、
木
く
ず
81
㌧
を
処

理
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

③
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
。

　

県
廃
棄
物
対
策
課
は
、
盛

土
崩
壊
の
あ
っ
た
近
辺
及
び

農
園
天
国
跡
地
に
、
産
廃
混

じ
り
土
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
現
地
調

査
で
広
範
囲
に
層
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
量
は
数

千
㎥
に
達
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。県
廃
棄
物
対
策
課
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
産
廃
混
じ

り
土
は
「
許
可
さ
れ
た
中
間

処
理
施
設
に
搬
出
し
、
分
別

の
上
、
が
れ
き
を
取
り
除
い

た
土
は
再
生
土
と
し
て
利
用

可
能
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

①
開
発
地
内
で
過
去
に
大

規
模
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
の

か
。

　

②
大
規
模
盛
土
工
事
に
産

業
廃
棄
物
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
搬
出
確
認
の
た
め
廃
棄

物
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
確
認

を
行
っ
た
の
か
。

　

③
住
民
説
明
会
を
ま
と
も

に
行
わ
ず
工
事
を
進
め
て
い

る
。
事
業
者
に
対
し
て
姿
勢

を
正
す
よ
う
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突

入
、
高
齢
者
が
人
生
を
謳
歌

し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
く
２
０
１
６
年
の
調

査
で
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

の
間
に
十
年
近
く
の
差
が
あ

り
ま
す
。
現
在
多
く
の
高
齢

者
は
人
生
最
後
の
十
年
近
く

日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
不

健
康
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
人
生
百
年

時
代
、
百
歳
ま
で
元
気
に
過

ご
せ
る
カ
ギ
は
フ
レ
イ
ル
予

防
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
な

状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

の
段
階
で
す
。
そ
ん
な
意
味

を
踏
ま
え
た
上
で
本
町
に
一

名
し
か
居
な
い
健
康
運
動
指

導
士
の
存
在
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
お
陰
で
町
民
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

①
町
民
の
運
動
の
必
要
性

へ
の
お
考
え
は
。

　

②
今
後
の
人
材
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　

①
各
種
運
動
教
室
の
開
催

は
高
齢
者
が
外
出
の
機
会
の

創
設
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
り
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

②
今
後
も
高
齢
化
が
進
む

中
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
保
育
士
等
多
様
な
有
資

格
者
共
働
に
よ
る
継
続
的
な

取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
、

人
材
確
保
、
財
源
確
保
も
含

め
、
引
続
き
体
制
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

温
水
洗
浄
型
便
座
（
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
）
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
利
用
す
る
施
設
に
と
っ

て
、
衛
生
面
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
設
備
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
財
源
確

保
を
含
め
早
い
時
期
に
設
置

す
る
よ
う
調
整
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

健康寿命延伸に向けた
　職員の人材確保・育成

関　順子

須藤　啓二
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ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等
の

　
　
　

屋
外
ト
イ
レ
改
修
を

　

厚
生
労
働
省
は
9
月
に
、

身
寄
り
な
き
高
齢
者
が
病
気

に
な
っ
た
際
や
亡
く
な
っ
た

後
の
手
続
き
を
支
援
す
る
全

国
的
な
仕
組
み
の
具
体
案

を
、
専
門
家
会
議
で
示
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
や
認
知
症
の

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守

る
成
年
後
見
な
ど
を
通
じ

て
、
身
寄
り
が
な
い
高
齢
者

の
生
活
課
題
に
対
応
す
る
事

業
に
、相
続
人
捜
し
や
火
葬
・

埋
葬
を
担
う
市
区
町
村
も
、

積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の
専

門
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
身
元
保
証
か
ら
日
常
生
活

支
援
、
死
後
事
務
の
処
理
に

至
る
ま
で
広
く
生
活
を
支
え

て
い
く
た
め
、
既
存
の
各
施

策
も
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要

な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等

と
連
携
を
密
に
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
地
域
の
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
認
知

症
高
齢
者
や
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
ま
た
障
が
い
者
等
、

困
難
を
抱
え
る
方
々
に
対
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

支
援
や
市
町
村
申
し
立
て
に

よ
る
成
年
後
見
制
度
利
用
の

促
進
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
諸

課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
健
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
北
公
園
が
存
在
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
屋
外
ト
イ
レ
の

現
状
は
、
障
が
い
者
用
ト
イ

レ（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
）

を
除
い
て
は
、
男
女
と
も
和

式
、
ま
た
洋
式
に
つ
い
て
は

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

は
、
身
体
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
毎
日
の
ト
イ
レ
を

よ
り
快
適
で
衛
生
的
に
す
る

多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
に

応
じ
て
、
和
式
ト
イ
レ
の
一

部
を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

に
ま
た
、
旧
の
洋
式
ト
イ
レ

を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
に

早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。優
先
順
位
を
定
め
て
、

設
備
的
に
も
着
手
し
や
す
い

箇
所
か
ら
快
適
な
温
水
洗
浄

便
座
を
年
度
内
に
１
日
も
早

く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

身寄りなき高齢者について

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
工
事
に
つ
い
て

　

①
２
０
１
１
年
に
違
法
開

発
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
産

廃
投
棄
が
あ
っ
た
。

　

②
今
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
、
が
れ
き
類
を
約
４

６
４
㎥
、
木
く
ず
81
㌧
を
処

理
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

③
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
。

　

県
廃
棄
物
対
策
課
は
、
盛

土
崩
壊
の
あ
っ
た
近
辺
及
び

農
園
天
国
跡
地
に
、
産
廃
混

じ
り
土
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
現
地
調

査
で
広
範
囲
に
層
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
量
は
数

千
㎥
に
達
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。県
廃
棄
物
対
策
課
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
産
廃
混
じ

り
土
は
「
許
可
さ
れ
た
中
間

処
理
施
設
に
搬
出
し
、
分
別

の
上
、
が
れ
き
を
取
り
除
い

た
土
は
再
生
土
と
し
て
利
用

可
能
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

①
開
発
地
内
で
過
去
に
大

規
模
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
の

か
。

　

②
大
規
模
盛
土
工
事
に
産

業
廃
棄
物
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
搬
出
確
認
の
た
め
廃
棄

物
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
確
認

を
行
っ
た
の
か
。

　

③
住
民
説
明
会
を
ま
と
も

に
行
わ
ず
工
事
を
進
め
て
い

る
。
事
業
者
に
対
し
て
姿
勢

を
正
す
よ
う
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突

入
、
高
齢
者
が
人
生
を
謳
歌

し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
く
２
０
１
６
年
の
調

査
で
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

の
間
に
十
年
近
く
の
差
が
あ

り
ま
す
。
現
在
多
く
の
高
齢

者
は
人
生
最
後
の
十
年
近
く

日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
不

健
康
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
人
生
百
年

時
代
、
百
歳
ま
で
元
気
に
過

ご
せ
る
カ
ギ
は
フ
レ
イ
ル
予

防
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
な

状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

の
段
階
で
す
。
そ
ん
な
意
味

を
踏
ま
え
た
上
で
本
町
に
一

名
し
か
居
な
い
健
康
運
動
指

導
士
の
存
在
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
お
陰
で
町
民
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

①
町
民
の
運
動
の
必
要
性

へ
の
お
考
え
は
。

　

②
今
後
の
人
材
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　

①
各
種
運
動
教
室
の
開
催

は
高
齢
者
が
外
出
の
機
会
の

創
設
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
り
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

②
今
後
も
高
齢
化
が
進
む

中
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
保
育
士
等
多
様
な
有
資

格
者
共
働
に
よ
る
継
続
的
な

取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
、

人
材
確
保
、
財
源
確
保
も
含

め
、
引
続
き
体
制
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

温
水
洗
浄
型
便
座
（
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
）
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
利
用
す
る
施
設
に
と
っ

て
、
衛
生
面
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
設
備
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
財
源
確

保
を
含
め
早
い
時
期
に
設
置

す
る
よ
う
調
整
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

健康寿命延伸に向けた
　職員の人材確保・育成

関　順子

須藤　啓二

岩﨑　真滋

馬本　隆夫

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

町政を問う！一般質問一般質問一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問
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12
月
議
会
で
は
新
事
業
開
始

の
た
め
に
一
つ
の
条
例
が
上
程

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

こ
と
や
、「
孤
立
し
た
育
児
」

の
な
か
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

等
を
目
的
に
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
生

後
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
子

ど
も
を
こ
ど
も
園
等
で
月
10
時

間
を
上
限
に
保
育
し
て
も
ら
え

ま
す
。　

　

い
ま
だ
、
子
ど
も
の
命
が
親

の
手
で
絶
た
れ
る
と
い
う
よ
う

な
悲
し
い
事
件
が
報
道
さ
れ
る

日
本
の
子
育
て
事
情
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
が
目
指
す
ね
ら

い
が
叶
う
よ
う
、
し
っ
か
り
前

に
歩
ん
で
行
け
る
よ
う
に
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
は
午
年
、
町
政
が
駿
馬

の
よ
う
に
飛
躍
・
躍
進
で
き
る

よ
う
議
会
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

稲
月　

記

12
月
定
例
会

町 の 話 題

近大院生のベンチャーが食用ばらを発売！

12月定例会（第6回定例会）12月定例会（第6回定例会）

　2025年4月に近畿大学発のベンチャー企業として、ばらのある暮
らしを提案するブランド『株式会社ばらめく』として創業開始。
　笑顔がチャーミングな若き代表は、近畿大学大学院2年の中筋穂
奈実さん24歳。バラ農家で育ち、自身も幼い頃からバラが大好きで、
大学でも専門の先生に師事出来た事が強みと語る。
　『ばらめく』は昨年秋、5種のローズティーを販売。バラの香りによ
る癒し効果に加えポリフェノールやビタミンなどを活かした“飲むバ
ラ習慣”を提案。香りや味わいだけでなく、安心・安全な生産・加工体
制を整え高品質なエディブルローズ（食用）を安定的供給するため、
減農薬で丁寧に栽培されたバラのみを使用。近大農学部での研究ノ
ウハウを生かしたUＶ-Ｂ照射技術により、農薬使用量を80％以上削
減に成功。冷蔵で1週間以上の鮮度保持が可能な生花に加え、ドラ
イ・パウダー化による長期保存も可能にする等、様々な取り組みも。
母・里美さんが組合長を務める平群温室バラ組合からバラを購入し、
ご自身も生育にかかわり事業を展開する。
　平群町のバラ農業の歴史と技術を継承しつつ、近大×平群温室バラ組合×平群町による産官
学の包括連携協定のもと、食用バラを活用した地域特産品開発を進める。
　穂奈実さんは、昨年5月北京で開催された国際園芸学会バラシンポジウムにて若手ポスター賞
を受賞。同年12月に近大主催の学生向けビジネスコンテストのグランプリ部門で見事最優秀賞
受賞。優勝賞金は200万円。

　今後の展望は、学問との両立をしながら、
バラを“飾るもの”から“暮らしの一部とし
て楽しむもの”へと広げ、香りと癒しを通し
人々の心に寄り添う身近なブランドとして成
長したい。と平群の未来を見据えた輝く瞳
で語る。商品は平群町ＨeｇuｒiＲｏｓｅ、奈
良うまいものプラザ、平城京いざない館、近
畿大学コンビニＰｌｕｍなどで販売中！
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